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は じ め に 

 

  この消防年報は、令和６年度中の各種消防業務を統計的に収録し、 

 

 消防施策の指針とするとともに、消防事情を広く一般的に紹介するため 

 

 に編集したものです。 

 

  消防行政の現況をご理解いただき、今後ともより一層のご指導とご協 

 

力を賜りますとともに、防火思想の高揚を図るためご活用いただければ 

 

幸いと存じます。 

  

 

 

  令和７年１０月 

 

         菊池広域連合消防本部 
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記載に際して 
火災・救助・救急・気象等の統計は暦年をもって表してありますが、 

その他の統計については会計年度とします。 
尚、これらにないものは当該表に年月日を記載しています。 
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菊池広域連合消防本部構成市町の概要 
 

         菊 池 市       菊池市隈府８８８番地          

                    ＴＥＬ０９６８－２５－７１１１ 

                                  

                       合 志 市        合志市竹迫２１４０番地        

ＴＥＬ０９６－２４８－１１１１ 

                                         

大 津 町                 菊池郡大津町大字大津１２３３番地        

            ＴＥＬ０９６－２９３－３１１１    

                                   

                        菊 陽 町                 菊池郡菊陽町大字久保田２８００番地       

                        ＴＥＬ０９６－２３２－２１１１    

                                  

                                 

  

▼構成市町の面積と人口                                           令和７年４月１日現在 

市町名 面積（k㎡) 世帯数（世帯） 人口（人） 人口密度（人/k㎡）

菊池市 276.85 20,668 46,473 167

合志市 53.19 26,947 65,227 1,226

大津町 99.10 16,862 36,470 368

菊陽町 37.46 19,725 43,846 1,170

計 466.60 84,202 192,016 411
 

    ※人口（令和７年３月３１日現在の人口） 
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  管内の概況 

     菊池広域連合消防本部は、平成１７年２月１日に菊池広域行 

政事務組合消防本部と菊池消防組合が合併し、菊池市、合志市、 

大津町、菊陽町の２市２町で構成されています。 

     東部は阿蘇市、西部は山鹿市と熊本市、北部は大分県、南部 

には益城町や西原村に境を接し、地勢は北部の八方ヶ岳から南 

東部の阿蘇外輪山まで山岳が連なり、これらの山岳から豊富な 

水が北部の菊池川、南部の白川に流れており、両河川に沿った 

平野部やその間に広がる菊池台地を潤して肥沃な土地を形成し 

ています。管内の西側には国道３８７号が、東側には国道３２ 

５号が通っています。南側には東西に走る国道５７号とJR豊肥 

本線が並行して走っており、交通の要所となっています。また、 

国道３２５号は県道３号空港線（第３空港線）へとつながって 

おり、熊本空港へのアクセス路としても機能しています。 

     さらに熊本市に隣接していることから都市郊外型特有の住宅、 

     半導体関連企業進出が急増し、県内でも外国人を含む人口増加 

が著しい活力ある地域となっています。 

  



消防本部・署の配置状況

　菊池郡菊陽町大字原水７番地１

　　　　　〃　　　 北消防署 　菊池市赤星２０８０番地
　TEL

　菊池広域連合消防本部
　（消防指令センター）
　菊池広域連合南消防署

096-232-9331

096-232-9333

　TEL

　FAX

　FAX 0968-24-5250

　　　　　〃　　　 西消防署 　合志市合生４１０７番地１
　TEL 096-242-1115

　FAX 096-242-2016

名　　称 住　　所 電話番号

　　　　　〃　　　 桜消防署 　合志市豊岡２２１８番地１
　TEL 096-248-4731

　FAX 096-248-8119

0968-25-3053

西消防署
合志市合生4107番地1

北消防署
菊池市赤星2080番地

桜消防署
合志市豊岡2218番地1

菊池広域連合消防本部及び南消防署
菊池郡菊陽町大字原水7番地1

消防指令センター
菊池郡菊陽町大字原水7番地1
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一　目　統　計

3，226人

2，922人

　　　

10台

救助工作車

資機材搬送車

指  揮  車

連  絡  車 

人員搬送車

常備消防費

消防施設費

４台

４台

実員

37.4歳

消 防 車 等

合　計 40台

１台

１台

2台

4台

救急普及啓発車

査  察  車

人員輸送車

ポンプ車

タ ン ク 車

１台

３台

梯　子　車 １台 １台

１

消 防 署

平均年齢

定数２４０名

庁  用  車高規格救急車

管 轄 面 積 人　　口 世  帯  数

２市 ２町

４６６．６０ｋ㎡

予算

１7億3367万8千

　4億886万8千

その他の車両

消防本部

８４,２０２世帯

定員

本部・署

救 急 車特殊車両等

２台

４

１台

実員 ２０８名

令和7年4月1日現在

職 員 数 団 員 数

１９２,０１６人

１台

（3月31日現在の人口）

化　学　車

多目的ポンプ車

４台

人 口

世 帯

消防予算

消防構成

消 防 力
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令和６年中

基準日

令和7年4月1日

令和６年中

死 者 4人

火　災

搬送人員

6件

負 傷 者 11人

電気機器 4件

第２位

第３位損 害 額 ８３,１４５千円

その他の災害

出場件数

１日平均

救　急

出場件数

救　助

活動件数 79件

出場件数 265件

基準日

令和7年4月1日

出火原因

火災件数 64件 たき火第１位

放火

126件

26.44件

9,650件

事業所数

危険物施設防火対象物

8,712人

防火クラブ

２９５件対象物数

６５９件施 設 数

９,２８３件

( １,０４８人)44クラブ幼年消防クラブ

配線器具 6件

救助人員 44人

11件

警 防

救 急

予 防

防火クラブ

火 災
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菊池広域行政事務組合消防本部（署）の沿革 
年 月 沿             革 

 
Ｓ59． 4 
 
 
 
       9 
 
  60.  1 
 
    3 
 
  60. 11 
 
      12 
 
  61.  3 
 
  62. 12 
 
  63.  3 
 
      4 
 
 H元.  4 
 
       8 
 
  2.  8 
 
       9 
 
   3.  3 
 
       4 
 
       6 
 
 
  4.  3 
 
   5.  5 
 
       9 
 
   7.  4 
 
       7 
 
      12 
 
   8.  5 
 
       7 

 

9.  3 

 
菊池広域行政事務組合消防本部発足。 
 職員７名採用、４５名となる。 
 １本部、１署にて業務開始。 
 
 菊池広域消防連絡協議会を設置する。 
 
 消防ポンプ車1台を購入、署に配備する。 
 
 査察車１台を購入、予防事務の充実を図る。 
 
 日本防火協会から防火広報車の寄贈を受ける。 
 
 消防庁舎落成、消防緊急情報システム（Ⅰ型）を同時導入。 
 
 日本損害保険協会から救急車の寄贈を受ける。 
 
 救助隊発足。 
 
 熊本県共済農業協同組合連合会から救急車の寄贈を受ける。 
 
 消防職員５名採用、５０名となる。 
 
 消防職員３名採用、５３名となる。 
 
 資器材搬送車（トラック）１台を購入、署に配備する。 
 
 日本消防協会から電源照明用資器材等搬送車の寄贈を受ける。 
 
 日本損害保険協会から消防車の寄贈を受ける。 
 
 消防職員３名異動。 
 
 消防職員３名採用。 
 
 九州ティ・エス株式会社より司令車の寄贈を受ける。 
 査察車１台を更新、予防事務の充実を図る。 
 
 消防庁長官「表彰旗」受賞。 
 
 指揮車購入。 
 
 熊本県知事「救急功労者表彰」受賞。 
 
 ３部制導入。 
 
 日本消防協会から指令広報車の寄贈を受ける。 
 
 財務会計システム電算化導入。 
 
 救急救命士誕生。 
 
 熊本県共済農業協同組合連合会から救急車の寄贈を受ける。 

 

高規格救急車１台を購入、署に配備する。 
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年 月 沿      革 

   
    6 
        
    9 
         
 
 
10.  6 

 
       9 
 
    10 
 
    11 
 
 
   11.  3 
 
       6 
 
  12.  2 
 
       3 
 
       4 
 
        7 
 
  13.  4 
 
        8 
 
   14.  3 
 
       12 
 
   15.  3 
 
        4 
 
        4 
 
        4 
 
        5 
 
        8 
 
        8 
 
        9 
 
   16.  2 
 
        2 
 
        3 
         
        4 

 
２人目の救急救命士誕生。 
 
熊本県知事「防災功労者表彰」受賞。 
消防庁長官「防災功労表彰」受賞。 
日本消防協会から防災車両の寄贈を受ける。 
 
３人目の救急救命士誕生。 
 
「防災功労内閣総理大臣賞」受賞。 
 
携帯電話１１９番着信の運用開始。 
 
第１回全国消防広報コンクール入選消防庁長官表彰受賞。 
（広報紙部門） 
 
救助工作車（Ⅱ型）を購入、署に配置する。 
 
４人目の救急救命士誕生。 
 
水槽付消防ポンプ自動車を更新、署に配備する。 
 
消防職員２名退職。 
 
消防職員２名採用、５１名となる。 
 
 ２部制移行。 
 
 消防職員２名採用、５３名となる。 
 
 消防職員１名採用（休職者補充） 
 
 化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を購入、署に配備する。 
 
 梯子付消防ポンプ自動車を更新し、署に配置する。 
 
 消防職員１名退職。 
 
 条例定数５８名となる。 
 
 熊本県防災消防航空隊派遣（１名） 
 
 消防職員２名採用、５５名となる。 
 
 消防職員１名退職。 
 
 消防職員１名採用（退職者補充） 
 
 消防業務のＩＴ化（情報通信技術化）に伴い庁舎イントラネット構築を図る。 
 
 消防職員１名退職。 
 
 日本消防協会から緊急消防自動二輪車（赤バイ３台）の寄贈を受ける。 
 
 防災マップ完成（緊急地域雇用創出特別事業） 
 
 消防職員２名退職。 
 
消防職員４名採用、５６名となる。 
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菊池消防組合消防本部の沿革 
年 月 沿             革 

H6.  4 
 
 
       9 
 
      10 
 
  7.   1 
 
       4 
 
 
  8.  3 
 
       4 
 
 
  9.   3 
 
       4 
 
 10.   1 
 
       3 
 
 
       7 
 
 11.   2 
 
       2 
 
       7 
 
      12 
 
 12.   3 
 
       3 
 
       6 
 
 13.   2 
 
       3 
 
       4 
 
       4 
 
   11 
 
 
    12 
 
 14.   3 
 
       3 

菊池消防組合発足。 
 職員９８名、 １本部、２署、１分署にて業務開始。 
 
 泉ヶ丘分署にタンク車配備。 
 
 南消防署に化学消防ポンプ自動車配備。 
 
 阪神大震災災害救助隊派遣（救助工作車、人員５名）。 
 
 消防職員２名採用、計１００名となる。 
 南消防署に起震車配備。 
 
 西消防署改修工事完了。 
 
 県消防学校研修教官へ派遣。 
 本部にマイクロバス配備。 
 
 消防職員１名退職、計９９名となる。 
 
 消防職員７名採用、計１０６名となる。 
 
 消防本部に救急普及啓発広報車配備。 
 
 消防本部に高規格救急車配備。 
 消防職員１名退職、計１０５名となる。 
 
 南消防署車庫増築工事完了。 
 
 西消防署に高規格救急車配備。 
 
 南消防署に救助器具積載車配備。 
 
 西消防署に指令車配備。 
 
 消防職員１名退職、計１０４名となる。 
 
 西消防署と南消防署にポンプ車配備。 
 
 起震車廃車。 
 
 西消防署仮眠室改築工事完了。 
 
 泉ヶ丘分署に高規格救急車配備。 
 
 消防職員１名退職、計１０３名となる。 
 
 消防職員３名採用、計１０６名となる。 
 
 熊本県防災消防航空隊へ１名派遣。 
 
 第４回全国消防広報コンクール最優秀賞 消防庁長官表彰受賞 
（広報紙部門） 
 
西署タンク車廃車。 

 
 西消防署に化学消防ポンプ自動車配備。 
 
 泉ヶ丘分署を泉ヶ丘消防署に昇格。３消防署体制となる。 
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年 月 沿      革 

 
14.   4 
 
14.   6 
 
   10 
 
   11 
 
   12 
 
15.   3 
 
    4 
 
     10 
 
 
16.   3 
 
    4 
 
 
     12 
 
 17.   1 

 
消防職員３名採用、計１０９名となる。 
 
消防本部予防課に広報車配備。 
 
南消防署に多目的車配備。 
 
消防職員１名退職、計１０８名となる。 
 
泉ヶ丘消防署増改築工事完了。 
 
消防職員２名退職、計１０６名となる 
 
消防職員４名採用、計１１０名となる。 
 
消防本部警防課の連絡車更新。 
泉ヶ丘消防署の司令車更新。 
 
消防職員２名退職、計１０８名となる。 
 
消防職員５名採用、計１１３名となる。 
県消防学校研修教官へ派遣。 
 
南消防署の梯子車更新。 
 
消防職員１名退職、計１１２名となる。 
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菊池広域連合消防本部の沿革 
年 月 沿             革 

Ｈ１７.２ 

 

Ｈ１７.３ 

Ｈ１７.４ 

Ｈ１７.４ 

Ｈ１７.４ 

Ｈ１７.５ 

Ｈ１７.５ 

Ｈ１７.８ 

Ｈ１７.９ 

Ｈ１７.１２ 

Ｈ１８.１ 

Ｈ１８.３ 

Ｈ１８.３ 

Ｈ１８.３ 

Ｈ１８.４ 

Ｈ１８.４ 

Ｈ１８.１２ 

Ｈ１８.１２ 

Ｈ１９.２ 

 

Ｈ１９.３ 

Ｈ１９.４ 

Ｈ１９.５ 

Ｈ１９.１０ 

Ｈ２０.２ 

Ｈ２０.３ 

Ｈ２０.４ 

Ｈ２０.５ 

Ｈ２０.１１ 

Ｈ２１.３ 

Ｈ２１.４ 

Ｈ２１.９ 

Ｈ２１.１２ 

Ｈ２２.３ 

Ｈ２２.４ 

 

Ｈ２２.４ 

菊池広域連合消防本部発足。 

職員１６６名、１本部４署にて業務開始。 

消防職員４名退職。 

消防職員８名採用、計１７０名となる。 

県防災消防航空隊へ派遣。 

菊池地区危険物安全協会発足。 

救急救命士２名合格、計２５名となる。 

菊池広域連合消防連絡協議会発足。 

北消防署に指揮車配備。 

西消防署救急隊、救急功労者知事表彰を受賞。 

救急救命士１名合格、計２６名となる。 

菊池広域連合南消防署、仮庁舎完成業務開始。 

消防職員３名退職。 

南消防署の高規格救急車更新。 

消防本部の連絡車更新。 

消防職員５名採用、計１７２名となる。 

県消防学校へ教官派遣。 

救急救命士 1名合格、計２７名となる。 

消防職員３名退職。 

消防職員１名退職。 

南消防署に救助工作車配備。 

消防職員５名退職。 

消防職員９名採用、計１７２名となる。 

救急救命士 1名合格、計２８名となる。 

菊池地域住宅防火対策協議会発足 

西消防署の救急車更新。 

消防職員４名退職。 

消防職員６名採用、計１７４名となる。 

救急救命士 1名合格、計２９名となる。 

南消防署の救急車更新。 

消防職員１０名退職。 

消防職員９名採用、計１７３名となる。 

西消防署に資機材搬送車配備。 

消防指令センター棟竣工。 

消防職員６名退職。 

消防職員８名採用、計１７５名となる。 

消防指令センター運用開始。 

救急救命士２名合格、計３１名となる。 

県航空隊へ救急救命士派遣（３年間) 
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年 月 沿             革 

Ｈ２３.２ 

Ｈ２３.３ 

 

 

 

Ｈ２３.４ 

 

 

Ｈ２３.５ 

Ｈ２３.１０ 

Ｈ２３.１１ 

Ｈ２３.１２ 

Ｈ２４.３ 

 

Ｈ２４.４ 

 

 

Ｈ２４.７ 

Ｈ２４.１０ 

Ｈ２４.１１ 

Ｈ２４.１２ 

Ｈ２５.１ 

Ｈ２５.３ 

 

 

 

Ｈ２５.４ 

 

 

 

Ｈ２５.１２ 

 

Ｈ２６.１ 

 

Ｈ２６.２ 

Ｈ２６.３ 

 

 

北消防署の高規格救急車更新。 

菊池広域連合消防本部消防施設整備基本計画策定。 

東日本大震災による緊急消防援助隊派遣（救助隊・救急隊・支援隊） 

（第１次派遣３隊１１名・交代要員派遣１０名） 

消防職員４名退職。 

消防職員４名採用（うち救急救命士１名）、計１７５名となる。 

救急救命士２名合格、計３４名となる。 

消防職員１名退職、計１７４名となる。 

消防職員１名退職、計１７３名となる。 

泉ヶ丘消防署の高規格救急車更新。 

北消防署資機材搬送車更新。 

北消防署庁舎屋根改修防水工事竣工 

西消防署改築工事設計業務委託完了。 

消防職員８名退職（うち救急救命士１名）。（実員１６５名） 

消防職員の条例定数「１７５人」を「１８５人」へ改正となる。 

消防職員１０名採用（うち救急救命士２名）、計１７５名となる。  

救急救命士３名合格、計３８名となる。  

西消防署改築工事着工。 

消防本部の庁用車更新。 

西消防署の救急車を高規格救急車へ更新。 

南消防署はしご車のオーバーホール完了。 

南消防署の化学消防ポンプ車更新。 

西消防署改築工事（庁舎本体・車庫棟・通信指令システム署端末移設）竣

工。運用開始 

総務省消防庁より緊急消防援助隊人員輸送車（２１人乗り）が無償貸与さ

れる。 

消防職員１２名退職（うち救急救命士１名）。（実員１６３名） 

消防職員１１名採用（うち救急救命士２名）、計１７４名となる。 

救急救命士１名合格、計４０名となる。 

県消防学校へ教官派遣。（３年間) 

北消防署の救急車を一般社団法人 日本損害保険協会の寄贈事業を活用

し高規格救急車へ更新。  

南消防署の消防ポンプ車を一般財団法人 空港環境整備協会の助成事業

を活用し更新。 

西消防署の救助工作車を更新。 

北消防署はしご車のオーバーホール完了。 

菊池広域連合消防本部消防・救急無線デジタル化整備実施設計業務委託完

了。 
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年 月 沿             革 

Ｈ２６.３ 

Ｈ２６.３ 

Ｈ２６.４ 

 

Ｈ２６.７ 

Ｈ２６.９ 

 

Ｈ２６.１０ 

Ｈ２７.１ 

Ｈ２７.２ 

Ｈ２７.３ 

 

Ｈ２７.３ 

Ｈ２７.４ 

 

Ｈ２７.６ 

Ｈ２７.１１ 

Ｈ２８.２ 

Ｈ２８.３ 

Ｈ２８.４ 

 

 

Ｈ２８.７ 

Ｈ２８.１２ 

Ｈ２９.２ 

Ｈ２９.３ 

Ｈ２９.３ 

Ｈ２９.４ 

 

 

Ｈ２９.７ 

 

Ｈ２９.１２ 

Ｈ３０.２ 

Ｈ３０.３ 

Ｈ３０.４ 

 

Ｈ３０.６ 

消防本部庁舎耐震補強実施設計業務委託完了。 

消防職員４名退職。（実員１７０名） 

消防職員１１名採用（うち救急救命士２名）、計１８１名となる。 

救急救命士２名合格、計４４名となる。 

消防救急無線デジタル化整備工事着工。 

南消防署の指揮車を一般財団法人 空港環境整備協会の助成事業を活用

し更新。 

消防本部警防課に指揮支援隊を置く。（消防本部通信指令課兼務） 

泉ヶ丘消防署の高規格救急車を更新。 

消防本部庁舎耐震補強改修工事竣工。 

消防救急デジタル無線基地局「きくしょうほんぶ基地局」竣工。 

消防救急デジタル無線基地局「きくしょうにし基地局」竣工。 

消防職員１名退職。（実員１８０名） 

消防職員５名採用（うち救急救命士１名）、計１８５名となる。 

救急救命士１名合格・１名退職、計４５名となる。 

西消防署の指揮車更新 

西消防署の消防ポンプ車更新 

北消防署の消防ポンプ車更新 

消防職員２名退職。（実員１８３名） 

消防職員２名採用（うち救急救命士１名）、計１８５名となる。 

救急救命士１名合格・計４７名となる。 

県防災消防航空隊へ職員１名派遣。 

消防救急無線デジタル化整備工事竣工 

北消防署の高規格救急車更新 

消防職員の条例定数「１８５人」から「２０５人」へ改正となる。 

泉ヶ丘消防署の消防ポンプ車更新 

菊池広域連合消防本部消防施設整備基本計画その２策定。 

消防職員１名を菊池広域連合事務局へ派遣。（実員１８４名） 

消防職員３名採用、計１８７名となる。 

救急救命士１名合格・計４８名となる。 

九州北部豪雨（大分県日田市）による緊急消防援助隊派遣。（支援・救助・

救急） 

南消防署の消防ポンプ車更新 

北消防署の消防ポンプ車更新 

職員６名退職（実員１７９名） 

消防職員１０名採用（うち救急救命士５名）、計１８９名となる。 

救急救命士１名合格・計５４名となる。 

通信指令課の連絡車更新 
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Ｈ３０.１１ 

Ｈ３０.１２ 

Ｈ３１.３ 

 

Ｈ３１.３ 

Ｈ３１.４ 

 

 

Ｒ１．８ 

Ｒ１．８ 

Ｒ１．８ 

Ｒ１．９ 

Ｒ１．１０ 

Ｒ１．１２ 

Ｒ２．２ 

 

Ｒ２．３ 

Ｒ２．３ 

Ｒ２．３ 

Ｒ２．４ 

 

Ｒ２．４ 

Ｒ２．７ 

 

Ｒ２．１０ 

Ｒ３．１ 

Ｒ３．１ 

Ｒ３．１ 

Ｒ３．３ 

Ｒ３．４ 

 

 

Ｒ３．６ 

 

Ｒ３．１０ 

Ｒ３．１１ 

 

Ｒ４．２ 

Ｒ４．２ 

Ｒ４．３ 

Ｒ４．３ 

 

南消防署の高規格救急車更新 

北消防署へ多目的ポンプ車配備 

南消防署仮眠室改修工事竣工 個別化を図り、新たに女性職員用仮眠室を

設ける。 

職員１名退職（実員１８８名） 

消防職員７名採用（うち女性１名、救急救命士２名）、計１９５名となる。 

救急救命士 1名合格・計５７名となる。 

県防災消防航空隊へ職員１名派遣。 

職員１名退職（実員１９４名） 

警防課の連絡車更新 

佐賀豪雨による緊急消防援助隊派遣。（支援・救助） 

泉ヶ丘消防署の指揮車更新 

南消防署のはしご車オーバーホール完了。 

南消防署の災害対応特殊救急自動車更新 

消防施設における長寿命化及び円滑な整備を図ることを目的とした「菊池

広域連合消防施設整備基金条例」設置。（Ｒ２．４施行） 

西消防署の災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車更新 

高機能消防指令センター部分更新事業（４か年計画）１年目竣工 

職員４名退職（実員１９０名） 

消防職員８名採用（うち救急救命士１名）、計１９８名となる。 

救急救命士１名合格・計５８名となる。 

職員１名退職（実員１９７名） 

熊本県南豪雨災害発生。県内消防相互応援協定に基づき、救助及び後方支

援隊を派遣。 

泉ヶ丘消防署移転に伴う土地購入（登記） 

北消防署の救助工作車（Ⅲ型）を更新し、緊急消防援助隊へ新規登録する。 

西消防署の高規格救急自動車を更新 

泉ヶ丘消防署の積載車を更新 

職員８名退職（実員１８９名となる） 

消防職員８名採用（うち救急救命士２名）、計１９９名（再任用３名含む）

広域連合事務局（救急救命士）へ１名出向 

救急救命士１名合格・計５６名となる。 

菊池広域連合泉ヶ丘消防署建設に係る基本設計業務委託完了 （令和２年

１１月着手） 

北消防署の消防指揮車を更新 

北消防署の災害対応特殊救急自動車を更新し、緊急消防援助隊へ登録す

る。 

職員１名退職（実員１９８名） 

菊池広域連合泉ヶ丘消防著建設に係る造成工事完了（令和３年７月着工） 

菊池広域連合消防本部消防施設整備基本計画その３策定。 

菊池広域連合泉ヶ丘消防署建設に係る実施設計業務委託完了 （令和３年

８月着手） 
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Ｒ４．３ 

Ｒ４．４ 

 

 

Ｒ４．７ 

Ｒ４．９ 

 

Ｒ４．１０ 

Ｒ４．１２ 

Ｒ５．３ 

Ｒ５．４ 

Ｒ５．１０ 

Ｒ５．１１ 

Ｒ５．１２ 

Ｒ６．１ 

 

Ｒ６．２ 

Ｒ６．３ 

 

Ｒ６．４ 

Ｒ６．６ 

Ｒ６．９ 
Ｒ６．１０ 

   １０ 

Ｒ７．１ 

Ｒ７．３ 

 

職員５名退職（実員１９３名） 

消防職員７名採用（うち救急救命士２名）、計２００名（再任用３名含む） 

救急救命士１名合格・計５６名となる。 

熊本県消防学校へ職員１名派遣 

職員１名退職（実員１９９名） 

職員１名退職（実員１９８名） 

西消防署救急隊、救急功労者知事表彰を受賞。 

泉ヶ丘消防署の高規格救急自動車を更新 

菊池広域連合南消防署浴室個室化改修工事完了（令和４年９月着工） 

職員４名退職、再任用者１名任期満了（実員１９３名） 

消防職員 7名採用（うち救急救命士５名）計２０２名（再任用４名含む） 

日勤救急隊（４名）発足 泉ヶ丘消防署へ配置 

泉ヶ丘新庁舎完成 

泉ヶ丘消防署新庁舎運用開始 

泉ヶ丘消防署の高規格救急車を更新し電動ストレッチャーを配備 

職員１名退職（実員１９７名） 

泉ヶ丘消防署を桜消防署に改名。桜消防署運用開始 

桜消防署開署式 

職員１名退職（実員１９６名） 

消防職員８名採用（うち救急救命士１名）計２０８名（再任用４名含む） 

菊池広域連合消防本部施設用用地取得事業（～１０月） 

職員１名退職（実員２０７名） 

職員１名退職（実員２０６名） 

泉ヶ丘消防署解体工事（～１２月） 

高規格救急車 納車（北消防署） 

職員４名退職、再任用者１名任期満了（実員１９３名） 

 



月 行 事 内 容
職員採用（８名）・異動辞令交付
熊本県消防学校初任科第６９期入校式
菊池地域危険物安全協会監査
熊本県主催豪雨対応訓練（菊池市・合志市）
熊本県消防長会春季総会及び消防職員意見発表会（八代市）
全国消防長会九州支部総会（大分市）
令和６年度菊池川水防演習（菊池市）
菊池消防連絡協議会第１回定例会
菊池地域住宅防火対策推進協議会
熊本県救助技術大会（消防学校）
九州一斉住宅用火災警報器普及キャンペーン
防火管理講習会
城北ブロック消防本部警防担当者会議（山鹿市）
ハラスメント撲滅推進会議
熊本県消防長会総務担当課長会議（荒尾市）
菊池広域連合議会臨時会
城北ブロック消防本部合同潜水訓練（アクアドーム）
菊池地区危険物安全協議会
熊本県消防長会救急担当課長会議（御船町）
菊池消防・警察合同潜水訓練（県警プール）
メンタルヘルス研修（県庁）
熊本県消防長会警防・通信担当課長会議（水俣市）
熊本県消防長会予防担当課長会議（宇城広域消防本部）
菊池川清流保全委員会（山鹿市）
熊本県消防学校初任科第６９期学校長査閲・卒業式
菊池広域連合職員採用試験
熊本県防災消防航空隊との合同訓練（竜門ダム　へリポート）

菊池広域連合議会第２回定例会

全国消防長会九州支部消防実務講習会（沖縄県）
熊本県消防長会秋季総会（上球磨消防本部）
令和６年度定期監査
NBCテロ対処合同訓練会議（熊本北合志警察署）
ハラスメント研修会
菊池川水質事故対策訓練（菊池川流域清流保全協議会）（玉名市）
緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練
白川・緑川水質事故対応訓練（白川・緑川水質保全協議会　嘉島町）
航空機事故対応訓練（消火救難活動訓練　阿蘇くまもと空港）

ハラスメント研修会

菊池広域連合議会第３回定例会
甲種防火管理講習会
菊池消防連絡協議会第２回定例会
構成市町年末警戒巡視
消防出初式（菊池市・合志市・大津町・菊陽町）
菊池広域連合正副連合長・構成市町議会議長合同会議
BCテロ対処訓練（熊本電鉄辻久保営業所）
文化財防火デー
人事評価研修会
菊池広域連合議会第１回定例会（1日目）
熊本県消防長会臨時会（熊本市）
熊本県救急教育セミナー（八代広域消防本部）
菊池広域連合議会第１回定例会（2日目）
菊池消防連絡協議会第３回定例会
春の全国火災予防運動

2月

3月

10月

11月

令和６年度中の主な行事

1月

4月

7月

8月

9月

5月

6月

12月

-15-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

総 務 編 
 
総務課は、消防本部の総括的管理業務を行っており、公印や文書等の管理及  

び消防長会など渉外を担当する庶務係、消防行政の企画や予算・経理等を担当

する企画財政係、職員の人事、配置及び勤務に関することを担当する人事係、

職員の研修や福利厚生を担当する教養係に分かれています。  

 

     

 
 

 

 

 【ハラスメント防止研修会】 

会場：西消防署会議室  
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指 揮 係

庶務予防係

救 急 係

救 急 係

庶務予防係

庶務予防係

消 防 １ 係

消 防 係

救 急 係

消 防 ２ 係

庶務予防係

消 防 １ 係

消 防 ２ 係

救 急 係

消 防 係

消 防 係

救 助 係

救 急 係

第１消防課

第２消防課

第３消防課

救 急 係

消 防 １ 係

消 防 １ 係

救 急 係

消 防 ２ 係
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消 防 ２ 係

第３消防課
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消 防 １ 係
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消 防 １ 係

消 防 ２ 係

指 揮 係

救 助 係

救 助 係

総 務 課

予 防 課 危 険 物 係

令和７年４月１日現在
庶 務 係

企画財政係

人 事 係

予 防 係

教 養 係

通信指令課 通信指令２係

第３消防課

署
　
長

副
署
長

第２消防課

第１消防課

警 防 課
警 防 係

通信指令３係

装 備 係

救 急 係

通信指令１係

第２消防課

第１消防課

第３消防課

第１消防課

第２消防課

救急指導係
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３．職員の意識啓発に関すること。

８．煙火消費（許可）に関すること。                                             

９．その他危険物係の分掌を適当とする事項。                                     

６．その他予防係の分掌を適当とする事項。                                       

１．危険物の規制に関すること。                                                  

５．その他指導係の分掌を適当とする事項。                                       

指

　
導

　
係

４．危険物取扱者及び保安監督者の指導育成に関すること。                          

５．違反危険物施設の指導取締り及び措置命令に関すること。                       

６．高圧ガス及び液化石油ガスに関すること。                                     

７．危険物安全協会に関すること。                                                

２．防火管理に関すること。                                                     

３．防災思想の普及及び指導に関すること。                                       

予
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
課

  消防本部の事務分掌                                                                         

１．防火対象物の立入検査に関すること。                                        

２．建築物の許認可等の同意に関すること。                                      

３．消防用設備等に関すること。                                                

４．違反防火対象物の改修指導及び措置命令に関すること。                        

予

防

係

危

　
険

　
物

　
係

５．火災の統計及び報告に関すること。

４．火災の原因及び損害の調査に関すること。

２．危険物施設等立入検査に関すること。                                         

３．指定可燃物の規制に関すること。                                              

５．職員の人事評価に関すること。                                      

６．各種表彰に関すること。                                                     

７．その他人事係の分掌を適当とする事項。                                   

１．職員の研修、教養及び監察に関すること。

２．職員の公務災害、福利厚生、安全・衛生管理及び健康管理に関すること。                

１．火災予防条例に関すること。                                                 

５．消防職員委員会に関すること。                                            

６．消防長会及び消防協会に関すること。                                         

７．各市町消防担当課長会議及び消防担当者会議に関すること。                     

２．消防部門の広報及び広聴に関すること。                                        

８．消防職員の貸与品に関すること。                                              

９．その他企画財政係の分掌を適当とする事項。                                   

３．予算、決算その他財政一般に関すること。                                      

４．財産の取得、管理及び処分に関すること。                                      

５．物品の出納保管に関すること。                                                

８．その他庶務係の分掌を適当とする事項。                                       

総
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
　
　
　
課

１．条例、規則、規程等の制定及び改廃に関すること。                             

２．消防部門の渉外に関すること。                                               

３．消防部門の式典、儀礼及び交際に関すること。                                 

４．消防部門の苦情の処理に関すること。                                          

人

事

係

教

養

係
６．その他教養係の分掌を適当とする事項。                                   

４．ハラスメント対策に関すること。

庶
　
　
務
　
　
係

５．消防部門の文書及び公印に関すること。                                       

４．職員の人事記録の管理に関すること。                                          

１．消防行政の企画及び調整に関すること。                                        
企

画

財

政

係

７．職員の給与、手当等の支給に関すること。                                     

１．職員の定数、配置及び勤務に関すること。                                      

２．職員の任免、分限、懲戒、服務及び賞罰その他身分に関すること。                

３．職員採用試験及び昇任試験等に関すること。                                    

６．入札及び契約に関すること。                                                  
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６．その他救急係の分掌を適当とする事項。                                      

２．消防車両の整備、改善、活用に関すること。                                  

２．消防通信施設の整備保全並びに管理運用に関すること。                                             

１．消防車両の登録、検査に関すること。                                          

救

急

係

１．救急業務に関すること。                                                     

２．救急救命士の業務に関すること。                                             

３．救急業務の計画、調査、報告及び統計に関すること。                          

５．消防機械の燃料及び消火薬剤等に関すること。                                  

６．消防機械の機具取扱、指導に関すること。                                     

７．救命索発射銃及び火薬等の保安管理に関すること。                             

８．その他装備係の分掌を適当とする事項。                                       

４．救急隊員の教育、訓練及び研修に関すること。                                

５．救急資器材の維持管理に関すること。                                        

７．消防水利の同意に関すること。                                                

７．関係機関への連絡及び職員の非常召集に関すること。                                        

８．その他通信指令係の分掌を適当とする事項。                                      

通

信

指

令

課

３．消防通信に係る調査及び研究に関すること。                                 

４．気象観測、気象情報、災害情報及び救急医療情報の収集、連絡に関すること。                          

５．市町防災無線の指令及び運用に関すること。                                            

通

信

指

令

係

１．消防通信の運用に関すること。                                                     

６．火災、救急その他災害現場の指令管制及び支援情報の伝達に関すること。                                

１．防災計画及び訓練計画の作成並びに実施に関すること。                        

２．消防相互応援及び出動計画に関すること。                                     

３．大規模災害及び応援協定に伴う消防隊の派遣に関すること。                    

４．各種災害の原因及び損害の調査に関すること。                                     

５．各種災害の統計及び報告に関すること。                              

６．消防地理及び水利に関すること。                                             

12．自衛消防隊及び少年消防クラブ等の指導育成に関すること。                                   

13．その他警防係の分掌を適当とする事項。                                      

11．消防団及び消防連絡協議会に関すること。

３．消防機器及び救助資器材の管理に関すること。                                 

４．消防機器の研究開発に関すること。                                           

装

備

係

救
急
指
導
係

警
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

１．応急手当の普及啓発活動の推進に関すること。                                                     

２．応急手当指導の計画、実施及び報告に関すること。

３．救急指導資器材の維持管理に関すること。

４．その他救急指導係の分掌を適当とする事項。

８．警防に係る各種届出に関すること。                                           

警

防

係

９. 救助業務に関すること。                                                     

10．防火委員会の事務に関すること。                                             
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14. 防火管理に関すること。                                                    

15. 消防用設備等に関すること。                                               

16. 違反防火対象物の指導取締り及び措置命令に関すること。                      

17. 煙火消費（届出）に関すること。                                           

18．その他庶務、予防に関すること。                                           

１. 救助業務の実施に関すること。                                              

２. 救助隊の運営に関すること。                                                 

６. その他救助係に関すること。                                                

３. 救助統計に関すること。                                                    

13. 建築確認の同意に関すること。                                              

４. 救助及び消防機械器具等の教育訓練に関すること。                            

５. 救助機械器具の維持管理及び改善研究に関すること。                          

９. 消防機械器具等の教育訓練に関すること。                                    

10. 消防機械器具等の維持管理及び改善研究に関すること。                         

１．火災、地震その他の災害の予防、警戒、鎮圧及び防ぎょ並びに被害の軽減

６．その他救急係に関すること。                                                 

５. 救急機械器具の維持管理及び改善研究に関すること。                          

４. 救急及び機械器具等の教育訓練に関すること。                                 

　　に関すること。                                                                    

消

防

係

救

助

係

救

急

係

３. 救急統計に関すること。                                                     

２. 救急隊の運営に関すること。                                                 

１．救急業務の実施に関すること。                                               

７. 各種災害の調査及び報告並びに統計に関すること。                             

２．火災の原因及び損害の調査に関すること。                                    

３．り災証明及び関係証明に関すること。                                        

４．火災報告及び統計に関すること。                                            

５．地理及び水利に関すること。                                                

11. 自衛消防隊及び少年消防クラブ等の指導育成に関すること。                    

８．消防団その他の団体の教養及び訓練に関すること。                            

 消防署の事務分掌　
１．文書及び公印に関すること                                                  

12. 危険物の規制に関すること。                                                 

８. 統計及び広報に関すること。                                               

９．火災予防条例に関すること。                                               

10. 防火対象物及び危険物施設の立入検査に関すること。                          

11. 少量危険物及び指定可燃物に関すること。                                   

４．安全、衛生及び厚生に関すること。                                         

５．庁舎等の維持管理及び物品に関すること。                                   

６．機械器具の維持管理及び燃料に関すること。                                  

２. 職員の配置に関すること。                                                  

３．服務、規律及び教養に関すること。                                         

消
　
　
　
防
　
　
　
課

庶

務

予

防

係

７. 物品の出納及び保管に関すること。                                          

12. その他消防係に関すること。                                                

６. 防災計画及び訓練計画の作成及び実施に関すること。                         

-21-



消防職員の配置状況

1 1
1 1
1 1

1 1
1 1

(1) 1 1 (1)
1 1 2
1 1

(1) (1)
1 3 5 11

1 2(1) 3 4 5 1 16 (1)
1 1

1 1
2 2

1 1(3) 2
(1) 2(3) 2 (1)
(1) 2(3) 2

1 1
1 3(1) 1 6(3） 11 (1)
1 1

1 1
1 1

1 1
1 1
1 1

(2) 1 1
2 2

1 4 4 9
1 1

1 1
3 3
1 1 1 1 4

1 1 1 1 4
1 1 1 1 4

1 5 3 2 3 3 17
1 2 3 15(2) 12(1） 12 3 8 1 55

1 1
1 1

1
2(１) 3 4(２) 1 4 14 (3)
2(１) 3 4(２) 1 4 14 (3)

(1) 2(１) 2 4(２) 1 4 13 (3)
1

2(1)
2(1) 7 8 16 3 12 47 (4)

1 1
1 1

1 1
2 3 3 2 2 12
3 2 3 1 3 12

(1) 1 3 3 1 3 11 (1)
(1)

1 1(1) 6 8 10 4 8 38 (1)
1 1
1 1

2 3 2 2 2 11
3 2 2 2 2 11

(1) 1 3 2 1 3 10 (1)
2(1) 6 8 6 5 7 34 (1)
1 1
1 1

2 3 2 3 1 11
2 3 3 3 11

(1) 1 3 3 3 10 (1)
2(1) 5 9 8 3 7 34 (1)

1 ７(4) 24 33 39 15 34 153 (2)

1 3 10(4) 39(7) 45 51 18 42 1 208

※再任用短時間勤務及び会計年度任用職員を含む 　（　）は兼務  

(1)

定年延長 1
2(1)

定年延長

小　計

署　　長

副 署 長

通信指令２係

通信指令３係

桜
消
防
署

第１消防課

庶務予防係

庶務予防係

庶務予防係

庶務予防係

第２消防課

第３消防課

第３消防課

第２消防課

第３消防課

計

第１消防課

第２消防課

第３消防課

合　　　　計

西
消
防
署

署　　長

副 署 長

署　　長

副 署 長

第２消防課

計

消
　
　
　
防
　
　
　
署

第１消防課

南
消
防
署

署　　長

副 署 長

計

北
消
防
署

計

第１消防課

再任用

計

救急指導係

通
信
指
令
課

課　長

課長補佐

主　幹

通信指令１係

計

指導係

計

再任用

警

防

課

課　長

課長補佐

主　幹

警防係

装備係

救急係

人事係

総務課付

計

教養係

予

防

課

課　長

課長補佐

主　幹

予防係

危険物係

配置先

消

防

本

部

消防長

次　長

総

務

課

課　長

課長補佐

主　幹

庶務係

企画財政係

消防
司令補

消防
士長

消防
副士長

消防士
事務
吏員

計

再任用

1

小　計

令和7年4月1日現在
階　級

正監 消防監
消防
司令長

消防
司令
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消

防

正

監

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

年  齢 人員 1 3 10 39 45 51 18 42 1

18

19 2 2

20 5 5

21 7 7

22 5 5

23 5 5

24 6 6

25 9 3 6

26 8 4 4

27 4 2 2

28 5 5

29 8 5 3

30 6 5 1

31 4 4

32 9 9

33 5 5

34 9 9

35 5 5

36 9 5 4

37 5 5

38 10 10

39 4 4

40 6 6

41 6 6

42 1 1

43 6 6

44 3 1 2

45 7 7

46 3 3

47 2 2

48 2 2

49

50 3 3

51 4 4

52 7 7

53 1 1

54 3 2 1

55 2 1 1

56 6 5 1

57 3 2 1

58 3 1 2

59 3 1 1 1

60 4 3 1

61 2 2

62 2 2

63

64 1 1

65

※再任用短時間勤務及び会計年度任用職員を含む

3

4

2

2

1

6

6

3

1

6

3

3

2

7

3

3

2

2

1

4

9

8

4

5

8

10

5

3

4

7

5

5

9

6

9

5

消防職員の年齢状況 令和7年4月1日現在

階　級 消　　　防　　　吏　　　員
事
務
吏
員

9

5

6

4

6

2

5

7
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消防職員の勤続年数状況

計

年　数 208 1 3 10 38 44 51 18 42 1

１年未満 6 5 1
1 8 8
2 7 7
3 6 6
4 8 8
5 8 8
6 7 7
7 8 8
8 3 3
9 2 2
10 5 5
11 11 11
12 9 9
13 8 2 6
14 4 1 3
15 7 4 3
16 7 3 4
17 6 3 3
18 9 9
19 4 4
20 6 6
21 10 2 8
22 5 4 1
23 4 3 1
24 4 3 1
25 2 1 1
26

27

28 7 7
29

30 2 2
31

32 4 4
33

34 7 3 4
35 1 1
36 4 2 2
37 7 2 3 1 1
38 2 2
39

40 2 1 1
41 5 1 1 1 1 1
42 1 1
43 1 1
44

45 1 1
46

47
※再任用短時間勤務及び会計年度任用職員を含む

令和7年4月1日現在

階　級 消　　　防　　　吏　　　員
事
務
吏
員

消

防

正

監

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

7

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

（単位:人）

6

7

6

8

8

7

8

8

3

2

5

11

9

8

4

7

7

6

9

4

6

10

5

4

4

2

2

4

7

1

4

7

2

2

1

1

5

1
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消防職員の研修状況

1 1 1 1

1

1

1

1 1

初　任　科 8 8 7 7 7

初級幹部科 4 4 4

中級幹部科 4 4

上級幹部科 4

4 4

4 3 4

4 2

4 5

4 4

3 4 4 4 4

5 6 6 6 6

4 4 4

5 5 5 5 5

1 (1)

　警防実務研修 1

　予防実務研修 1 1

　大規模災害対応実務研修 1

　救急救命研修所 新規養成課程 1 1 1 1 1

　　　〃　　　 指導救命士 1 1 1

　防災航空センター (1) (1)

　危　険　物　科消

防

大

学

校

　救　　急　　科

　危険物科

　火災調査科

専

科

教

育

　幹　　部　　科

　救助科

　救急科

　職員指導員研修

　警防隊員研修

特

別

研

修

　予防査察科

　警防科

　特殊災害科

令和6年度

　警　　防　　科

令和4年度
　区　分

令和7年4月1日現在

　消防学校研修教官

そ
の
他

　救急救命士追加講習

令和5年度

幹部教育

令和3年度令和2年度

　救　　助　　科

初任教育

　　　　　　年　度

県
消
防
学
校

　火 災 調 査 科

　予　　防　　科
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210 1 3 10 39 45 51 18 42 1

普 通 １ 種 204 1 3 10 39 45 51 15 39 1

普 通 ２ 種 6 2 2 1 1

準 中 型 1 種 18 1 4 10 3

中 型 1 種 99 1 3 10 39 38 8

中 型 ２ 種 6 2 2 1 1

大 型 第 １ 種 170 1 3 10 36 40 51 18 11

大 型 第 ２ 種 1 1

け ん 引

普 通 自 動 二 輪 55 4 16 16 14 1 4

大 型 自 動 二 輪 8 1 2 1 4

甲 種 消 防 設 備 士

乙 種 消 防 設 備 士 26 2 17 5 2

危険物取扱者（乙） 125 1 4 29 40 24 10 16 1

危険物取扱者（丙） 19 1 2 5 7 4
第 ２ ･ ３ 級 陸 上
特 殊 無 線 技 士 201 1 1 10 39 45 51 18 36

ア マ チ ュ ア 無 線 5 1 1 2 1

ア セ チ レ ン 溶 接 2 1 1

ア ー ク 溶 接 2 1 1

高 圧 ガ ス 溶 接 4 1 3

予 防 査 察 専 門 員 23 1 1 3 9 6 3

消防用設備等専門員 14 1 1 2 5 5

危 険 物 専 門 員 9 2 1 3 3
予 防 技 術 検 定
（ 予 防 査 察 ） 56 1 10 21 23 1
予 防 技 術 検 定
（ 消 防 設 備 ） 20 1 1 4 7 7
予 防 技 術 検 定
（ 危 険 物 ） 13 2 3 3 5

救 急 救 命 士 64 3 17 11 16 6 11

気 管 挿 管 22 1 8 11 2

薬 剤 投 与 63 3 16 11 16 6 11

ブ ド ウ 糖 投 与 他 56 12 11 16 6 11

応 急 手 当 指 導 員 166 1 3 10 39 45 47 12 9

水 上 安 全 指 導 員 7 2 5

水 上 安 全 救 助 員 12 3 9

潜 水 士 102 3 7 23 28 26 4 11

梯 子 自 動 車 講 習 18 1 6 6 1 4

小 型 船 舶 操 縦 士 28 1 5 6 13 3
安 全 衛 生

( 低 圧 電 気 取 扱 ) 41 1 1 6 15 13 5

衛 生 管 理 者 7 2 2 3
酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者 58 1 3 20 28 5 1

小型移動式クレーン 76 2 7 19 32 16

高所作業車運転技能講習 41 7 26 8

玉 掛 け 技 能 74 1 6 18 33 16

特定化学物質等作業主任 1 1

安 全 運 転 研 修 133 2 19 41 47 18 6

防 災 士 8 3 3 1 1

※再任用短時間勤務及び会計年度任用職員を含む

水

難

救

助

無

線

予

防

消防正監
　　　資　格

総 員 総 数

溶

接

消防
士長

消防監

設
備
士

危
険
物

自

動

車

関

係

救

急

そ

の

他

消防職員の資格取得状況
令和7年4月1日現在

消防
副士長

消防士
事務
吏員

消防
司令

消防
司令補

消防
司令長

　　　　　　　　　　　階　級
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予 防 編 
 
 
 

 予防課は、防火管理者の育成や火災予防条例事務等を担当する予防係と危険物規制

事務を担当する危険物係、また防火対象物の立入検査や建築確認同意等を担当する指

導係に分かれています。  
 現代は抑止予防の時代であり、いかに災害を未然に防ぐかが消防行政の重要な課題  
となっており、そうした意味で重要なパートを担っています。  

 

 
（消防用設備等の検査）  



過去３年間の防火対象物の推移

令和４年度 令和5年度 令和6年度

菊 池 市 2,620 2,718 2,830

合 志 市 2,373 2,409 2,509

大 津 町 1,783 1,853 2,036

菊 陽 町 1,770 1,806 1,908

合 計 8,546 8,786 9,283

査 察 対象物数 査 察 実 施 数

菊 池 市 2,830 164

合 志 市 2,509 229

大 津 町 2,036 150

菊 陽 町 1,908 166

合　　　　　　計 9,283 709

防 火 対 象 物 の 推 移

令和7年3月31日現在

予防査察実施状況　　令和6年度中（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1 2 3 4 5

令和４年度

令和5年度

令和6年度

菊池市 合志市 大津町 菊陽町 合 計
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イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 6

ロ 公会堂又は集会場 66

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブその他これらに類するもの 8

ロ 遊技場又はダンスホール 16

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等 0

ニ カラオケボックス等 2

イ 待合、料理店その他これらに類するもの 4

ロ 飲食店 225

（４） 百貨店、マーケット、その他の物品販業売を営む店舗又は展示場 472

イ 旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するもの 194

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 2,334

イ 病院、診療所又は助産所 242

ニ 幼稚園又は特別支援学校 34

（８） 図書館、博物館、美術館その他これらに類するもの 12

イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類するもの 3

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 28

（１０） 車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発着場 2

（１１） 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 65

イ 工場又は作業場 1,057

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ 0

イ 自動車車庫又は駐車場 178

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫 5

（１４） 倉庫 885

（１５） 前各項に該当しない事業所 2,000

複合用途対象物のうち、その一部が（１）項から(４)項まで、（５）項イ、（６）項

又は（９）項イに掲げる防火対象物の用途に供されているもの

ロ イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物 189

（１７） 文化財保護法の規定によつて指定された重要文化財等、又は重要美術品として認定された建造物 5

9,283

423

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年3月31日現在

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

ロ

（７）

イ

（６）

（９）

170

老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、有料老人ホー
ム(主として要介護状態にある者を入居させるものに限る)、介護老人保健施
設、救護施設、乳児院、知的障害児施設、盲ろうあ児施設(通所施設を除く)、
肢体不自由児施設(通所施設を除く)、重症心身障害児施設、認知症対応型
老人共同生活援助施設、障害者支援施設(主として障害の程度が重い者を
入所させるものに限る)等

防 火 対 象 物 の 状 況

（５）

（１２）

（１）

（２）

（３）

項　目　別

282

376

防　　火　　対　　象　　物　　の　　別

（１３）

ハ

（１６）

対象物数

老人デイサービスセンター、軽費老人ホーム、老人福祉センター、老人介護
支援センター有料老人ホーム(主として要介護状態にある者を入居させるも
のを除く)、更生施設小規模多機能型居宅介護施設、助産施設、保育所、知
的障害児通園施設、児童養護施設、盲ろうあ児施設(通所施設に限る)、肢体
不自由児施設(通所施設に限る)障害者支援施設(主として障害の程度が重い
者を入所させるものを除く)等

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、大学、専修学
校、各種学校その他これらに類するもの
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イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 0 0 0 0 0

ロ 公会堂、又は集会場 0 0 0 1 1

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブその他これらに類するもの 0 0 0 0 0

ロ 遊技場又はダンスホール 0 0 0 0 0

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等 0 0 0 0 0

ニ カラオケボックス等 0 0 0 0 0

イ 待合、料理店、その他これらに類するもの 0 0 0 0 0

ロ 飲食店 0 4 1 1 6

（４） 百貨店、マーケット、その他の物品販業売を営む店舗又は展示場 3 4 6 8 21

イ 旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するもの 2 0 5 0 7

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 31 19 71 31 152

イ 病院、診療所又は助産所 3 1 3 3 10

ニ 幼稚園又は特別支援学校 0 0 2 0 2

（８） 図書館、博物館、美術館その他これらに類するもの 0 0 0 0 0

イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類するもの 0 0 0 0 0

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 0 0 0 0 0

（１０） 車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発着場 0 0 0 0 0

（１１） 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 0 0 0 0 0

イ 工場又は作業場 14 12 8 3 37

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ 0 0 0 0 0

イ 自動車車庫又は駐車場 4 0 3 2 9

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫 0 0 0 0 0

（１４） 倉庫 10 0 14 5 29

（１５） 前各項に該当しない事業所 19 19 21 13 72

複合用途対象物のうち、その一部が（１）項から(４)項まで、（５）項イ、

（６）項又は（９）項イに掲げる防火対象物の用途に供されているもの

ロ イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物 0 0 0 0 0

（１７） 文化財保護法の規定によつて指定された重要文化財等、又は重要美術品として認定された建造物 0 0 0 0 0

92 64 150 76 382

一般建築物 33 26 39 17 115

125 90 189 93 497

2

ハ 1

業 態 別 建 築 同 意 等 処 理 状 況
令和6年度中（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

（９）

（７）

2ロ

（１２）

（６）

51

（２）

合　　　　　計

（１６）
イ

小　　　　　計

そ　の　他

（１３）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、大
学、専修学校、各種学校その他これらに類するもの

老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム(主として要介
護状態にある者を入居させるものに限る)、介護老人保健施設、救護施設、乳児院、知的障
害児施設、盲ろうあ児施設(通所施設を除く)、肢体不自由児施設(通所施設を除く)、重症心
身障害児施設、認知症対応型老人共同生活援助施設、障害者支援施設(主として障害の程
度が重い者を入所させるものに限る)等

151

3

112 1

老人デイサービスセンター、軽費老人ホーム、老人福祉センター、老人介護支援センター有
料老人ホーム(主として要介護状態にある者を入居させるものを除く)、更生施設小規模多機
能型居宅介護施設、助産施設、保育所、知的障害児通園施設、児童養護施設、盲ろうあ児
施設(通所施設に限る)、肢体不自由児施設(通所施設に限る)障害者支援施設(主として障害
の程度が重い者を入所させるものを除く)等

合

志

市

菊

池

市

01

項　目　別

（３）

（１）

（５）

防　　火　　対　　象　　物　　の　　別

4

0

合

計

菊

陽

町

大

津

町

1

3

0

8

11
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市町別

件数

R5

R6

市町別 比較

R5 200 0 123 23 31 2 42 0 24 1 77 41 36 0 0

R6 195 1 123 23 31 2 41 0 24 2 72 38 34 0 0

R5 102 0 61 14 13 4 24 0 4 2 41 24 17 0 0

R6 106 0 63 16 14 4 23 0 4 2 43 24 19 0 0

R5 197 0 131 42 6 0 29 0 51 3 66 34 32 0 0

R6 223 0 158 73 7 0 29 0 47 2 65 33 32 0 0

R5 134 1 76 15 15 15 18 0 13 0 57 28 29 0 0

R6 134 1 76 15 15 15 18 0 13 0 57 28 29 0 0

R5 633 1 391 94 65 21 113 0 92 6 241 127 114 0 0

R6 659 2 420 127 67 21 111 0 88 6 237 123 114 0 0

大津町 菊陽町

販
売
取
扱
所

一
般
取
扱
所

52

地
下
タ
ン
ク

貯蔵所

58 74

屋
外
タ
ン
ク

合
　
計

製
造
所

小
　
計

屋
内
貯
蔵
所

73115 56

111

市町別危険物取扱事業所数（前年度との比較）

令和7年3月31日現在

市町別危険物施設数（前年度との比較）

令和7年3月31日現在

299

295

件数

合計菊池市 合志市

小
　
計

給
油
取
扱
所

55

種別
簡
易
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

取扱所

移
送
取
扱
所

屋
外
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク

菊陽町

合　計

菊池市

合志市

大津町
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51 0 45 36 3 3 1 0 1 1 6 0 6 0 0

35 0 20 5 3 2 0 0 10 0 15 9 6 0 0

12 0 2 0 1 1 0 0 0 0 10 5 5 0 0

11 1 0 0 0 0 0 0 0 0 10 1 9 0 0

109 1 67 41 7 6 1 0 11 1 41 15 26 0 0

233 0 138 0 3 0 135 0 0 0 95 84 11 0 0

78 1 61 40 6 2 1 0 11 1 16 7 9 0 0

3 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

194 0 107 25 16 1 39 0 25 1 87 45 42 0 0

507 1 309 65 28 3 175 0 36 2 198 136 62 0 0

616 2 376 106 35 9 176 0 47 3 239 151 88 0 0合 計

小 計

完 成 検 査

立 入 検 査

完成検査前検査

確 認 検 査

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

　　　　　　施設 区分

　種別

仮使用承認申請

許
可
等
申
請
関
係

検
査
関
係

中 間 検 査

予 防 規 程 認 可

取   扱   所

屋
外
貯
蔵
所

給
油
取
扱
所

簡
易
タ
ン
ク

小 計

変 更 許 可 申 請

地
下
タ
ン
ク

設 置 許 可 申 請

屋
内
貯
蔵
所

小
計

一
般
取
扱
所

販
売
取
扱
所

移
動
タ
ン
ク

移
送
取
扱
所

危 険 物 規 制 事 務 取 扱 状 況・
製 造 所 等 に 対 す る 検 査 状 況

合
計

製
造
所

貯     蔵     所

小
計

令和6年度中（令和6年4月1日～令和7年3月31日）
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届　　　出　　　種　　　別 菊池市 合志市 大津町 菊陽町 合　　計

火を使用する設備等設置届出 6 5 5 4 20

消 防 計 画 届 出 91 52 74 85 302

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 101 98 113 86 398

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出 78 81 113 86 358

発 電 設 備 設 置 届 出 4 6 3 1 14

防火対象物使用開始届出 137 100 143 96 476

防火管 理者 選 ・ 解 任 届出 81 45 69 81 276

変 電 設 備 設 置 届 出 18 20 16 12 98

蓄 電 池 設 備 設 置 届 出 2 6 6 5 19

消 防 法 令 適 合 申 請 10 23 6 2 41

消防法施行令３２条適用願出 3 5 1 1 10

531 441 549 459 2,012

危険物製造所等廃止届出 6 2 1 0 9

危険物製造所等休止届出 0 1 0 0 1

譲 渡 引 渡 届 出 0 0 4 0 4

記 載 事 項 変 更 届 出 16 7 5 8 36

保 安 監 督 者 選 解 任 届 出 15 9 17 43 84

品 名 数 量 変 更 届 出 3 1 7 1 12

軽 微 な 変 更 届 出 22 9 57 6 94

圧縮アセチレンガス等設置届出 31 20 53 20 124

液 化 石 油 ガ ス 設 置 届 出 12 3 8 6 29

少 量 危 険 物 届 出 15 23 13 29 80

少 量 危 険 物 廃 止 届 出 5 12 6 22 45

指 定 可 燃 物 届 出 2 2 4 2 10

火 薬 類 消 費 許 可 申 請 3 3 2 1 9

130 92 177 138 537

661 533 726 597 2,549

小　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　計

各 種 届 出 等 状 況               

一
 
　
般
　
 
予
 
　
防
 
　
関
 
　
係

小　　　　　　　　　　計

令和6年度中（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

危
　
　
険
　
　
物
　
　
関
　
　
係
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警 防 編 
 
警防課は、災害統計、訓練計画及び消防水利に関する事務、並びに消防団・

幼年消防クラブを通じ火災予防の推進を図る警防係、消防車両や火災・救助用

の消防資機材等の更新及び整備を図る装備係、救急隊員の知識や技術向上のた

めに各種訓練や症例検討会等の企画及び各医療機関との連携に関する事務を行

う救急係、一般市民への救急普及啓発を行う救急指導係に分かれています。  

また、関係機関との連携を図り、隊員の知識や技術向上のため各種訓練や検

討会等の企画を行っています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【火災防ぎょ訓練】  



消防本部 南消防署 北消防署 西消防署 桜消防署 計

ポ ン プ 車 1 1 1 1 4

タ ン ク 車 1 1 1 3

化 学 車 1 1

梯子車（30M級） 1 1

多目的ポンプ車 1 1

救 助 工 作 車 1 1 2

資機材搬送車 1 1 1 1 4

高規格救急車 1 2 3 2 2 10

指 揮 車 1 1 1 1 4

庁 用 車 1 1

査 察 車 2 2

連 絡 車 4 4

人 員 輸 送 車 1 1

救急普及啓発車 1 1

人 員 搬 送 車 1 1

11 8 9 6 6 40

令和7年4月1日現在

そ
の
他
の
車
両

車両の配置状況

車両別

計

消

防

車

両

-33-



庁 用 車 総務１ トヨタ 熊本３０１さ２５６６ Ｈ．２４ 1,790

査 察 車 総務２ トヨタ 熊本５０２つ３０９０ Ｈ．２９ 1,490 空港環境整備協会助成

人 員 搬 送 車 総務３ トヨタ 熊本３０1は４４９３ Ｒ.   ２ 2,690

連 絡 車 総務４ スズキ 熊本５８２と３７７１ Ｒ．　６ 650

査 察 車 予防１ ダイハツ 熊本８８０あ２１２８ Ｈ．２８ 650 空港環境整備協会助成

査 察 車 予防２ マツダ 熊本５０２す９３７４ Ｈ．２７ 1,290

連 絡 車 警防１ トヨタ 熊本５０２に２５７５ Ｒ．　１ 1,980

人 員 輸 送 車 警防２ トヨタ 熊本８００す７６２７ Ｈ．２５ 4,000 総務省消防庁無償貸与

救 急 普 及 啓 発 車 警防３ 日　産 熊本４００と７２５６ Ｈ．２８ 1,490

連 絡 車 指令１ トヨタ 熊本５０２と１７５０ Ｈ．３０ 1,490

高 規 格 救 急 車 救急１ トヨタ 熊本８００す８２７３ Ｈ．２５ 2,690

指 揮 車 指揮１０ 日　産 熊本８００せ３１３９ Ｒ．　１ 2,480

高 規 格 救 急 車 救急１１ 日　産 熊本８００せ２３８２ Ｈ．３０ 2,480 空港環境整備協会助成

高 規 格 救 急 車 救急１２ 日　産 熊本８００せ３２７８ Ｒ．　１ 2,480

ポ ン プ 車 ポンプ１４ 日　野 熊本８３０そ１４ Ｈ．２６ 4,000 空港環境整備協会助成

化 学 車 化学１５ 日　野 熊本８３１て１１９ Ｈ．２５ 6,400

は し ご 車 はしご１６ 日　野 熊本８００は７５２ Ｈ．１６ 10,520 ３０ｍ級

救 助 工 作 車 救助１７ 日　野 熊本８３０さ２４３６ Ｈ．２６ 6,400

資 機 材 搬 送 車 積載１８ いすゞ 熊本８００さ６５１４ Ｈ．１４ 4,980 クレーン付

指 揮 車 指揮２０ トヨタ 熊本８００せ５００９ R．　３ 1,980

高 規 格 救 急 車 救急２１ トヨタ 熊本８００せ５１１１ R．　３ 2,690

高 規 格 救 急 車 救急２２ トヨタ 熊本８００せ６８４ Ｈ．２８ 2,690

高 規 格 救 急 車 救急２３ トヨタ 熊本８００せ７５５１ R．　６ 2,690 個人寄贈

タ ン ク 車 タンク２４ 日　野 熊本８００は２１０３ Ｈ．３０ 5,120

ポ ン プ 車 ポンプ２５ 日　野 熊本８００す９９３７ Ｈ．２８ 4,000

多 目 的 ポ ン プ
車

高所２７ 日　野 熊本８００は２２００ Ｈ．３０ 5,120 １３．７ｍブーム付

救 助 工 作 車 救助２８ 日　野 熊本８３０と２０２０ Ｒ．　２ 5,120

資 機 材 搬 送 車 積載２９ トヨタ 熊本８００す６４０４ Ｈ．２３ 4,000

令和7年4月1日現在

登録番号 年式
排気量
CC

消防車両一覧

備考

北

消

防

署

消

防

本

部

署
別

車両種別 メーカー

南

消

防

署

名称
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指 揮 車 指揮３０ マツダ 熊本８００す９４９３ Ｈ．２７ 1,990

高 規 格 救 急 車 救急３１ トヨタ 熊本８００す９０８６ Ｈ．２６ 2,690

高 規 格 救 急 車 救急３２ 日  産 熊本８００せ４３９０ Ｒ．　３ 2,480

ポ ン プ 車 ポンプ３４ 日　野 熊本８００す９７４５ Ｈ．２７ 4,000

タ ン ク 車 タンク３５ 日　野 熊本８００は２３２９ Ｒ．　２ 5,120

資 機 材 搬 送 車 積載３７ 日  産 熊本８００す４５４０ Ｈ．２１ 1,990

指 揮 車 指揮４０ トヨタ 熊本８００す８８４５ Ｈ．２６ 2,690 空港環境整備協会助成

高 規 格 救 急 車 救急４１ トヨタ 熊本８００す６８１６ Ｒ．　６ 2,690 阿蘇くまもと空港助成

高 規 格 救 急 車 救急４２ トヨタ 熊本８００せ５９３３ Ｒ．　４ 2,690

ポ ン プ 車 ポンプ４３ トヨタ 熊本８００せ９１５ Ｈ．２９ 4,000

タ ン ク 車 タンク４４ 日　野 熊本８００は２０９０ Ｈ．２９ 5,120

資 機 材 搬 送 車 積載４５ 日　産 熊本８００せ４３９５ Ｒ．　３ 1,990

【令和６年度配備　北消防署　高規格救急自動車】

署
別

車両種別 メーカー 登録番号名称

西

消

防

署

年式
排気量
CC

備考

桜

消

防

署

【令和５年度配備 桜消防署 高規格救急自動車】
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南署北署西署 桜署 南署北署西署 桜署

65㎜ 90 141 79 79 測
定 赤外線サーマルカメラ 3 3 3 3

50㎜ 10 20 6 0 空 気 呼 吸 器 18 17 13 8

40㎜ 34 51 22 29 防 塵 マ ス ク 14 5 8 3

11 11 8 10 空 気 ボ ン ベ 46 47 25 24

6 6 11 5 送 排 風 機 2 1

3 3 耐 電 手 袋 7 7 4 2

4 5 2 1 耐 電 衣 2 5 2 2

2 1 耐 電 ズ ボ ン 2 6 2 2

1 1 耐 電 長 靴 4 7 2 2

4 5 2 1 携 帯 警 報 器 7 11 7 7

2 1 防 毒 マ ス ク 7 7 8 5

1 1 化学防護服（レベルA） 4 4

2 2 化学防護服（レベルB） 8 10 6 2

1 2 耐 熱 服 2 2 2

3 2 1 放 射 線 防 護 服 5 3

1 1 フ ル ボ デ ィ ハ ー ネ ス 7 10 6 1

3 3 1 ウ エ ッ ト ス ー ツ 4 17 4

2 1 1 潜水器具一式（BC・レギュ） 2 16 2

1 1 救 命 胴 衣 18 21 20 15

1 1 水 中 投 光 器 2

1 1 救 命 浮 環 12 11 7 4

4 3 3 1 浮 標 （ ブ イ ） 2

1 1 救命ボート（アルミ製） 1

5 5 5 2 救助用ボート（ゴム製） 3 1 2

7 1 3 1 船 外 機 1 1

2 2 1 除染テント（シャワー） 1

1 1 エ ア ー テ ン ト 1 1

1 簡 易 画 像 探 索 機 2 1

6 5 3 2 熱 画 像 直 視 装 置 3 3 3 1

3 5 4 1
レ ス キ ュ ー フ レ ー ム
（ ア リ ゾ ナ ボ ー テ ッ ク ス ） 1

3 1 投 光 器 5 5 2 1

2 1 1 携 帯 投 光 器 3 2

2 1 1 携帯無線機（400MHZ） 13 13 13 9

2 2 2 2 車 両 移 動 器 具 1

15 9 9 6 緩 降 機 1

1 1 発 電 機 6 3 4 2

5 4 3 2 ド ロ ー ン 1 1放 射 線 測 定 器

酸 素 溶 断 機

携帯用コンクリート破壊器具

削 岩 機

有 毒 ガ ス 検 知 器

万 能 斧

ハ ン マ ー

ハ ン マ ー ド リ ル

種
類

マ ン ホール救助器具

個 人 線 量 計

マ ッ ト 型空気ジャ ッ キ

マ ル チ ガ ス モ ニ タ ー

空 気 鋸

大 型 油 圧 切 断 機

鉄 線 カ ッ タ ー

エ バ ッ ク ハ ー ネ ス

空 気 切 断 機

令和７年4月1日現在 

種
類

品　　　名

三 連 梯 子

救 助 用 支 柱 器 具

ジ ェ ッ ト シ ュ ー タ ー

大型油圧スプレッダー

消防資器材配備状況

か ぎ 付 梯 子

可 搬 ウ イ ン チ

配備場所

油 圧 ジ ャ ッ キ

救 命 索 発 射 銃

ワ イ ヤ ー 梯 子

救 命 索 発 射 銃

バスケット型担架（タイタン）

破
壊
用
器
具

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

チ ェ ン ソ ー

ガ ン タ イ プ ノ ズ ル

バーティカルストレッチャー

配備場所
品　　　名

消 防 ホ ー ス

ワ イ ヤ ー 梯 子

三 連 梯 子

除
染
・
山
岳
・
高
度
・
そ
の
他
の
救
助
用
器
具

水
難
救
助
用
器
具

隊
員
保
護
用
器
具

呼
吸
保
護
具

測
定
器
具

放
水
器
具

一
般
用
救
助
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

切
断
用
器
具
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南署 北署 西署 桜署 南署 北署 西署 桜署

患者監視装置
（ベッドサイドﾓﾆﾀｰ）

2 3 2 3 半自動式除細動器 2 3 2 3

救急搬送用人工呼吸器 2 3 2 3 ＡＥＤ 2 3 2 2

自動心肺蘇生器 1 2 1 1 パルスCOオキシメーター 2 2 1 1

令和7年4月1日現在

品　　　　名
配　　備　　場　　所

品　　　　名
配　　備　　場　　所

高度救命処置用資材配備状況

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数
受講
人員

回数 受講人員

１月 1 2 1 6 2 8 6 90

２月 1 3 1 3 12 294

３月 1 14 1 14 1 1 1 2 1 2 12 555

４月 1 2 1 2 1 7 1 7 8 268

５月 1 3 1 3 29 828

６月 1 6 1 6 1 30 65 1,979

７月 1 30 1 30 1 1 24 705

８月 1 26 1 26 9 183

９月 1 37 1 37 1 2 1 2 23 515

１０月 1 22 1 22 15 208

１１月 1 10 1 10 20 520

１２月 1 16 1 16 1 12 1 12 17 465

計 1 2 12 175 13 177 2 2 4 23 4 23 1 30 240 6,610

令和６年中　救命講習実績

その他の講習
普通救命講習Ⅰ

定期開催 合計

上級救命講習

定期開催 合計
普及員講習 入門コース

普通救命
講習Ⅱ

普通救命
講習Ⅲ
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通 信 編 
 

 
通信指令課は、地域住民からの１１９番通報を受け付け、出動指令の発動か

ら災害現場との指令管制の全般を担うとともに、情報伝達等の支援活動を行い

ます。また、救急事案等においては通報者に対して、具体的な応急手当につい

ての口頭指導を実施し、現場へ向かう救急隊員との連携を図り、傷病者の負担

軽減や救命率の向上を目指しています。その他、気象情報、災害情報及び救急

医療情報等の収集と連絡も行っています。  

 

 



指令運用・支援情報

装　置　名 数 量 装　置　名 数 量

指令台 3台 １１９番補助受付装置 4台

指揮台 1台 １１９番受付ＦＡＸ 1式

　無線統制台 1台 支援情報システム（ＯＡ） 1式

自動出動指定装置 4式 電話交換機装置 4式

地図等検索装置 4式 気象情報収集装置 1式

支援情報装置 4式 駆込み通報装置（本部・署） 4式

長時間録音装置 1式 情報収集装置 4式

指令情報送信装置 1式 侵入警報装置（本部・署） 4式

災害状況等自動案内装置 1式 署所監視装置（本部・署） 4式

順次指令装置 1式 署所端末装置（本部・署） 4式

音声合成装置 1式 指令情報出力装置（本部・署） 4式

出動車両運用管理装置 1式 車両運用端末装置（ＡＶＭ） 35台

システム監視装置 1式 無停電電源装置（本部・署） 5式

発信地(位置)表示装置 1式 直流電源装置（本部・署） 7式

車両運用表示盤 1式 非常用発動発電機（本部・署） 4台

支援情報表示盤 1式 空調設備 8式

多目的表示盤 1式 換気設備 5式

防災連動制御装置 1式 プリンター 5台

非常用指令設備 1式 公共ブロードバンド移動通信システム 1式

指令制御装置 1式 ＮＥＴ１１９緊急通報システム 1式

メール指令装置 1式 Live119映像通報システム 1式

メール１１９受信装置 1式 　

令和７年４月１日現在
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無線電話 (アナログ波）

（デジタル波）

令和7年4月1日現在

可搬型固定
移動局

10Ｗ 2

7

1

携帯局 5Ｗ 6

1 1

卓上型固定
移動局

10Ｗ 1

車載無線 10Ｗ 2 8 10

デジタル用
携帯無線

5Ｗ 3 10 8

周　波　数

7 6 34

1

1

5 32

 ○活動波１
 ○活動波２
 ○活動波３
 ○主運用波
 ○統制波１
 ○統制波２
 ○統制波３

2

西署 桜署 合計

5

31

署活用
携帯無線

1Ｗ 15

局別

15

区分
出力 本部 南署 北署

基地局 10Ｗ 1

12

桜署 合計 周　波　数西署

14 69

 ○防災相互波

 
 ○４００ⅯＨｚ
   ・活動波１
　 ・活動波２
　 ・九州共通波１
　 ・九州共通波２
　 ・九州共通波３
　 ・防災相互波１

13

6

北署
局別

区分
出力 本部 南署
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本　部 南　署 北　署 西　署 桜　署 合　計

10 10

4 4

1 1

2 2

4 2 2 2 2 12

4 1 2 1 1 9

18 18

3 2 2 3 10

2 1 3衛 星 携 帯 電 話

　専用線「光回線に収束」

  ・指令伝送（データ、音声等）
　・無線回線（桜署を除く）
　・内線電話
　・消防ＯＡ端末
　・監視カメラ等

ト ン ネ ル 専 用 回 線
（ 熊 本 空 港 ・ 二 重 峠 ）

一 般 加 入 回 線

一 般 Ｆ Ａ Ｘ 回 線

災 害 情 報 案 内 回 線 等
（ 光 回 線 ）

車 載 携 帯 電 話
（ 指 揮 車 ・ 救 急 車 ）

非 常 用 衛 星 転 送 回 線

電話回線
令和7年4月1日現在

回 線 種 別

１１９番回線（光回線）

携帯電話１１９番転送回線
（ 光 回 線 ）

41 1 1 1
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１１９番受付状況

火 災

救 急

重 篤 救 急

救 助

警 戒 等

誤 報

問 い 合 せ

通 報 訓 練

回 線 試 験

ま ち が い

い た ず ら

そ の 他

携 帯 転 送

合　計

1,408222 115 954 0 0 0 117

428

731118 39 559 0 0 0 15

168 0 8 0 0 0 0

1,118482 439 197 0 0 0 0

475416 13 23 0 0 0 23

135125 0 10 0 0 0 0

46851 42 374 0 0 0 1

令和6年中（令和6年1月１日～令和6年12月31日）

分　　類

覚　知　方　法　種　別

（携帯）

1,078 2,221 5,230 56 11 32 13 8,641

766

106

238

１１９ 駆けつけ その他 合　計
（ＩＰ） 携帯 （固定）

923 0 62 8 1 0 18

１１９ １１９ 加入電話 加入電話

0 3

14,622

1

2,617 3,080 8,508 125 21 55 216

3 422 0 0 0 2

23 23

7 6 77 14 1 0 1

94 190 464 15 0

12 12 128 32 8
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火 災 統 計 
 

 
令和６年中に発生した火災件数は６４件であり、前年と比較すると２件減

となっている。死傷者数は、死者４名、負傷者が１１名となった。  
 種別をみると建物火災が３６件、車両火災１０件、林野火災８件、その他

の火災１０件となっている。  
原因別では、たき火、その他によるものがそれぞれ１１件と最も多く、次

に放火、配線器具がそれぞれ６件となっている。  

 

 

 

 

 

   

 

 



2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

25 31 28 27 36

4 6 9 5 8

5 9 10 11 10

19 8 28 23 10

53 54 75 66 64

14 13 11 7 10

2 4 4 5

14 15 7 8 12

13 32 17 15 24

41 62 39 34 51

1,527 1,919 1,818 1,344 1,055

49 21 289 55 36

3 2 4

1 1

11 5 9 9 11

7 7 7 8 7

1 2 1 1

12 26 19 10 10

19 34 28 19 18

122,099 78,998 130,185 109,996 73,303

663 496 449 56

574 39,949 4,727 17,605 6,440

378 13,104 246 7,761 3,346

123,714 132,051 135,654 135,811 83,145

過去5年間の火災発生状況

出

火

件

数

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災

合 計

船 舶 火 災

焼

損

棟

数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

合 計
焼
損
面
積

建 物 （ ㎡ ）

林 野 （ a ）

死
傷
者

死 者

負 傷 者

負傷者（30日以内死亡）

り

災

世

帯

全 損

半 損

小 損

合 計

損
害
見
積
額
（
千
円
）

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災

合 計

船 舶 火 災
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菊池市 合志市 大津町 菊陽町

36 17 7 7 5
8 3 2 3
10 5 1 3 1

10 4 2 2 2
64 29 12 15 8
10 5 3 1 1
5 5
12 8 4
24 9 4 6 5
51 27 11 7 6

1,388 1,026 168 190 4
36 29 5 2
4 4

11 5 1 4 1
7 6 1
1 1
10 6 2 2
18 13 2 3

73,303 37,157 11,884 23,788 474
56 25 31

6,440 2,430 3,776 171 63

3,346 62 68 3,216
83,145 39,674 15,691 24,027 3,753
1,844 2,186 1,698 3,398 95
20.3 38.0 15.0 27.0 1.0
3.52 6.17 1.88 4.17 1.86

令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

建 物 火 災
林 野 火 災
車 両 火 災

市町別火災発生状況

航 空 機 火 災
そ の 他 の 火 災

合 計

出

火

件

数

半 焼

船 舶 火 災

部 分 焼
ぼ や
合 計

焼

損

棟

数

全 焼

り
災
世
帯

全 損
半 損
小 損
合 計

林 野 （ a ）

焼
損
面
積

死
傷
者

死 者

負 傷 者

建 物 （ ㎡ ）

負傷者（30日以内死亡）

建 物 火 災 1 件 当 た り の
損 害 額 （ 千 円 ）
建 物 火 災 1 件 当 た り の
焼 損 面 積 （ ㎡ ）

出 火 率
（ 人 口 1 万 人 当 た り ）

損
害
見
積
額

(

千
円

)

建 物 火 災
林 野 火 災
車 両 火 災

航 空 機 火 災
そ の 他 の 火 災

合 計

船 舶 火 災
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

建物火災 36 3 2 1 4 5 6 4 4 1 6

林野火災 8 1 3 1 3

車両火災 10 1 3 1 2 2 1

船舶火災

航空機火災

その他の火災 10 2 2 3 1 1 1

合 計 64 5 5 4 5 8 9 5 6 3 5 2 7

全 焼 10 2 2 1 1 1 1 2

半 焼 5 1 1 1 2

部 分 焼 12 2 2 1 5 1 1

ぼ や 24 1 1 3 3 5 4 3 4

合 計 51 6 5 1 4 6 7 5 9 1 7

建物 (㎡ ) 1,388 217 136 38 32 276 179 4 168 5 333

林 野 (a) 163 4 10 147 2

死 者 4 1 1 1 1
負 傷 者

(30日以内死亡)

負 傷 者 11 5 2 1 2 1

全 損 7 1 2 1 1 2

半 損 1 1

小 損 10 1 1 1 6 1

合 計 18 2 2 1 2 1 7 3

建物火災 72,823 4,259 3,730 1,801 3,533 19,984 5,101 4,289 3,930 36 26,160

林野火災 25 25

車両火災 6,444 21 530 100 483 5,260 50

船舶火災

航空機火災

その他の火災 3,853 39 428 121 32 16 8 3,209

合計 83,145 4,298 4,158 1,922 3,554 20,041 5,631 4,389 4,413 5,276 36 58 29,369

月別火災発生状況 令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

り

災

世

帯

損

害

見

積

額
（

千

円
）

出

火

件

数

焼

損

棟

数

焼
損
面
積

死

傷

者
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合計 建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

6 3 1 2

1 1

2 2

3 2 1

1 1

2 1 1

4 3 1

3 2 1

3 3

1 1

6 5 1

2 2

2 2

11 3 4 4

1 1

2 2

1 1

11 8 3

2 2

64 36 8 10 10合 計

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

溶 接 機 ・ 切 断 機

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

電 気 機 器

電 気 装 置

電灯・電話等の配線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

た き 火

令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

こ た つ

放 火

放 火 の 疑 い

こ ん ろ

た ば こ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ

火災種別・出火原因別件数
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菊池市 合志市 大津町 菊陽町 合計

4 1 1 6

1 1

1 1 2

2 1 3

1 1

1 1 2

2 2 4

1 1 1 3

1 1 1 3

1 1

2 2 2 6

1 1 2

1 1 2

7 3 1 11

1 1

1 1 2

1 1

5 3 2 1 11

2 2

29 12 15 8 64合 計

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

市町別出火原因別件数
令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

溶 接 機 ・ 切 断 機

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

た き 火

こ た つ

　　　　　　　　　　市町別
　原因別

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ

放 火

放 火 の 疑 い

こ ん ろ

た ば こ

か ま ど
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南消防署 北消防署 西消防署 桜消防署 合計

1 2 2 1 6

1 1

1 1 2

2 1 3

1 1

1 1 2

2 2 4

2 1 3

2 1 3

1 1

4 2 6

1 1 2

2 2

1 4 5 1 11

1 1

1 1 2

1 1

3 4 3 1 11

2 2

23 22 13 6 64

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ

放 火

放 火 の 疑 い

こ ん ろ

た ば こ

か ま ど

署別出火原因別件数
令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

溶 接 機 ・ 切 断 機

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

た き 火

こ た つ

合 計

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中
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合計
00:00
~
04:00

04:00
~
08:00

08:00
~
12:00

12:00
~
16:00

16:00
~
20:00

20:00
~
24:00

出火時刻
不明

6 2 2 1 1
1 1
2 1 1
3 1 1 1

1 1

2 1 1
4 1 1 1 1
3 2 1
3 2 1
1 1
6 1 2 2 1
2 2
2 1 1
11 2 7 2
1 1

2 1 1
1 1
11 2 1 1 2 5
2 1 1
64 7 4 16 21 14 1 1

令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

ス ト ー ブ

時間別出火原因別件数

放 火
放 火 の 疑 い
こ ん ろ
た ば こ
か ま ど
風 呂 か ま ど

炉
焼 却 炉

た き 火

こ た つ
ボ イ ラ ー
煙 突 ・ 煙 道
排 気 管
電 気 機 器
電 気 装 置
電灯・電話等の配線

内 燃 機 関
配 線 器 具
火 あ そ び
マッチ・ライター

不 明 ・ 調 査 中
合 計

溶接機・切断機
灯 火

衝 突 の 火 花
取 灰
火 入 れ
そ の 他
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救 助 統 計 
 
令和６年中の救助出場件数は１２６件であり、昨年より２３件増加している。 

事故種別は交通事故による出場が４８件と最も多く、次いで建物等による事

故が３７件、建物火災による出場が２０件となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【交通救助想定訓練】  

 



10 18 1 8 3 40

4 8 1 11 4 28

4 11 2 7 4 28

2 11 1 11 5 30

20 48 3 2 37 16 126

1 5 4 1 11

1 5 1 1 1 9

1 1 3 1 6

2 4 4 2 12

3 7 1 2 13

2 2 1 4 9

1 2 5 1 9

3 5 1 3 3 15

1 5 4 3 13

4 2 3 9

6 1 7

5 2 6 13

20 48 3 2 37 16 126

市町別・月別・救助出場件数
 　令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

事故種別 建

物

火

災

建

物

火

災

以

外

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

市町別

菊池市

合志市

大津町

菊陽町

管　外

計

１月

２月

３月

１０月

１１月

１２月

計

４月

５月

６月

７月

８月

９月
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活動状況

事故種別

建 物 火 災 20 20 4

建 物 火 災 以 外

交 通 事 故 48 19 13

水 難 事 故 3 2 2

自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故 2 2 1

建 物 等 に よ る 事 故 37 23 16

そ の 他 の 事 故 16 13 8

計 126 79 44

事故種別・救助活動件数
 　令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

出 場 件 数 活 動 件 数 救 助 人 員

【化学薬剤テロ対策訓練】
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救 急 統 計 
 

令和 6 年中の救急出場件数は 9,650 件で前年の 9,547 件から 103 件増加
している。  
搬送人員は 8,712 人で、前年の 8,552 人に比べ 160 人増加している。  
出場件数を過去の推移から考察すると、令和２年中は前年比約 10%減と

なったものの、令和３年から再び増加傾向に転じており、今後においても人

口増、特に外国人の転入や高齢化に伴い、増加することが予想される。  
また、主な事故種別出場件数を前年と比較すると、急病は 6,462 件で 107

件増、一般負傷は 1,344 件で 134 件の増。一方で、交通事故は 637 件で 34
件減、運動競技は 86 件で 3 件減となっている。  
事故種別の内訳をみると、急病が 66.9％、一般負傷が 13.9％となってお

り、全体の 80.8％を占めている。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    【救急活動訓練】  

 



種
別

月
別

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
機
材
搬
送

そ
 
の
 
他

1 月 814 3 50 7 4 95 574 78 3

2 月 732 3 1 45 4 2 108 2 3 470 88 6

3 月 780 3 58 6 6 102 3 9 517 74 2

4 月 711 2 48 4 8 103 4 9 445 85 3

5 月 803 8 1 67 6 5 126 1 4 515 62 8

6 月 742 6 55 10 5 105 3 3 487 63 5

7 月 977 2 60 7 15 105 2 3 718 60 5

8 月 912 7 2 44 17 13 103 4 9 646 60 7

9 月 718 2 51 10 13 111 5 5 466 45 10

10 月 729 3 61 5 9 115 2 4 454 70 1 5

11 月 782 1 1 53 7 3 123 7 506 73 8

12 月 950 5 45 3 3 148 4 2 664 76

合 計 9,650 45 5 637 86 86 1,344 30 58 6,462 834 1 1 62

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

令和6年中（令和6年１月１日～令和6年12月31日）
月別事故種別出場件数

加

　
　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
　
病

合

　
　
　
計

火

　
　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
　
難

そ の 他

814 

732 
780 

711 

803 

742 

977 

912 

718 729 
782 

950 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月（件数）

月別救急出場件数
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件 数 2,852 20 1 170 33 11 383 9 13 1,905 307

人 員 2,561 3 162 33 11 356 8 7 1,699 282

件 数 3,080 9 174 18 21 472 8 14 2,135 229

人 員 2,794 2 160 17 21 430 6 8 1,938 212

件 数 1,597 12 3 110 20 45 219 9 11 1,108 60

人 員 1,438 1 1 106 20 44 197 7 8 1,005 49

件 数 2,119 4 1 182 15 9 270 4 20 1,314 300

人 員 1,919 1 1 167 16 9 246 4 15 1,172 288

件 数 2 1 1

人 員

件 数 9,650 45 5 637 86 86 1,344 30 58 6,462 897

人 員 8,712 7 2 595 86 85 1,229 25 38 5,814 831
合 計

管 外

菊 池 市

　市　町　別

一

般

負

傷

運

動

競

技

市町別出場件数

合 志 市

水

　
　
　
難

交

通

事

故

菊 陽 町

自

然

災

害

　種　　別 労

働

災

害

大 津 町

合

　
　
　
計

そ

 
の

 
他

加

　
　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
　
病

火

　
　
　
災

市町別事故種別出場件数
令和6年中（令和6年１月１日～令和6年12月31日）

2,852 

3,080 

1,597 

2,119 

2,561 

2,794 

1,438 

1,919 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

菊池市 合志市 大津町 菊陽町 管外

件数

人員
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種　別

傷病程度

死 亡 157 1 5 7 5 136 3

重 症 844 1 1 28 12 6 257 1 1 409 128

中 等 症 3,610 2 103 35 17 376 7 13 2,441 616

軽 症 4,101 4 459 39 62 589 17 19 2,828 84

合 計 8,712 7 2 595 86 85 1,229 25 38 5,814 831

自

然

災

害

水

　
　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

令和6年中（令和6年１月１日～令和6年12月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

救急事故種別傷病程度

加

　
　
　
害

運

動

競

技

一

般

負

傷

そ

 
の

 
他

自

損

行

為

急

　
　
　
病

合

　
　
　
計

火

　
　
　
災

傷病程度別救急搬送人員

死 亡

157 
2%

重 症

844 
10%

中等症

3,610 
41%

軽 症

4,101 
47%

死 亡

重 症

中等症

軽 症
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種　別

年齢区分

新 生 児
(28 日 以 内 ）

2 2

乳 幼 児
（29日以上7歳未満）

371 7 73 284 7

少 年
（7歳以上18歳未満）

364 1 1 74 36 48 1 4 185 14

成 人
（18歳以上65歳未満）

2,600 364 64 46 186 19 28 1,691 202

高 齢 者
（ 65 歳 以 上 ）

5,375 6 1 150 22 3 922 5 6 3,652 608

合 計 8,712 7 2 595 86 85 1,229 25 38 5,814 831

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
　
病

そ

 
の

 
他

事故種別・年齢区分別搬送人員 令和6年中（令和6年１月１日～令和6年12月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

合

 
 
 
計

火

 
 
 
災

自

然

災

害

水

 
 
 
難

交

通

事

故

労

働

災

害

年齢別救急搬送人員

搬送人員
6,618人

新生児

2人 0.02%
乳幼児

371人 4.25% 少年

364人 4.17%

成人

2,600人 29.84%

高齢者

5,375人 61.69%

新生児

(28日以内）

乳幼児

（29日以上7歳未満）

少 年

（7歳以上18歳未満）

成 人

（18歳以上65歳未満）

高 齢 者

（65歳以上）
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10分～ 20分～ 30分～ 60分～
20分未満 30分未満 60分未満 120分未満

急 病 5,814 0 44 757 4,190 810 13

交 通 事 故 595 0 3 70 421 100 1

一 般 負 傷 1,229 0 5 156 868 199 1

上 記 以 外 1,074 0 17 165 803 88 1

合 計 8,712 0 69 1,148 6,282 1,197 16

（単位：件）時刻別救急出場件数

覚知から医療機関に収容するまでに要した時間別搬送人員
事 故 種 別

収容所要時間状況

計 10分未満 １２０分以上

令和6年中（令和6年１月１日～令和6年12月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

66 48 

60 
119 

275 

435 
377 

330 339 

245 
171 

86 

333 
288 293 

492 

768 

746 

625 

599 
620 

672 

573 

453 

7 

14 6 

80 

75 

72 

62 

78 
97 

81 

41 

24 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

0 ～ 2 2 ～ 4 4 ～ 6 6 ～ 8 8 ～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

件
数

時刻別

交 通

急 病

一般 ・上記以外
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そ の 他 の 災 害 統 計 
 
令和６年中のその他の災害出場件数は２６５件であり、昨年より２１件減少

している。災害種別は危険排除による出場が７１件と最も多く、次いで消防設

備が４８件、怪煙調査が４８件となっている。  

 

 

  

                  

【熊本県防災消防ヘリとの合同山岳救助訓練 】



令和6年中（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

6 21 10 18 2 1 3 6 23 5 95

4 15 8 15 4 1 7 4 4 62

6 14 15 9 1 2 7 1 55

3 21 15 6 1 1 5 52

1 1

19 71 48 48 3 5 6 14 35 16 265

1 5 7 7 1 1 2 24

2 4 3 1 3 3 16

2 5 2 3 4 16

4 4 2 1 1 2 1 15

2 9 3 6 1 2 1 2 26

1 6 6 5 2 1 1 3 25

1 7 9 2 1 1 3 1 25

3 4 4 5 3 2 21

2 5 6 6 2 1 3 3 2 30

1 4 2 1 1 2 3 2 16

8 3 5 4 2 22

10 1 7 1 3 6 1 29

19 71 48 48 3 5 6 14 35 16 265

市町別・月別・その他の災害出場件数

事故種別

誤

報

危

険

排

除

消

防

設

備

人

捜

し

災

害

遭

難

苦

情

処

理

動

物

救

助

駆

除

ヘ

リ

支

援

計

市町別

菊池市

怪

煙

調

査

警

戒

応

援

そ

の

他

合志市

大津町

菊陽町

管　外

計

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

計
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防火クラブ・消防団 
 
 防火クラブは、幼年消防クラブがあります。  

 幼年消防クラブは、火に対して興味を持ちはじめる幼年期に火の正しい取り

扱い方を指導教育することで、火遊び等による火災の減少を図ることを目的と

しています。  

 消防団は、郷土愛護の精神で地域に密着した防災機関です。  

 消防団員は、日常は各自の仕事をしながら災害が発生したならば消火活動や

河川の氾濫時の監視や行方不明者の捜索、地域の行事等の警戒といった地域に

密着した地域防災のリーダーとして活躍しています。  



市町 クラブ名 代表者名 ＴＥＬ 年長 年中 年少 計 担　当　署

1 菊池第２さくら幼楽園 岡田　明子 ２ ５ － ２ ９ １ ８ 32 32

2 菊 之 池 保 育 園 東矢　里香 ２ ５ － ３ ３ ０ ４ 19 19

3 花 房 保 育 園 倉岡　久美子 ２ ５ － ３ ２ ２ ３ 7 7

4 菊 池 幼 稚 園 永田　奈美 ２ ５ － ４ ４ ５ ８ 21 21

5 菊 池 さ く ら 保 育 園 本藤　潔 ２ ４ － ３ ８ ８ ０ 14 14

6 双 羽 幼 稚 園 園木　彩子 ２ ４ － ０ ４ ６ ７ 29 29

7 加 茂 川 保 育 園 園木　純子 ２ ５ － ３ ２ ０ ８ 11 11

8 田 島 保 育 園 安武　清美 ３ ８ － ２ ８ ０ ２ 19 19

9 吉 富 保 育 園 大熊　与四郎 ３ ８ － ３ ７ ９ ５ 34 34

10 富 原 保 育 園 倉沢　謙治 ３ ８ － ２ ２ ５ ２ 24 24

11 福 本 保 育 園 塚本　大典 ３ ８ － ４ ６ ５ １ 23 23

12 泗 水 東 保 育 園 島村　正明 ３ ８ － ３ ３ ５ ０ 19 19

13 大 津 保 育 園 坂本　ユミ ２９３－２１３９ 19 19

14 白 川 保 育 園 田上　由香理 ２９３－２１９４ 22 22

15 白 川 幼 稚 園 高山　智恵美 ２９３－７５５０ 21 21

16 陣 内 幼 稚 園 田川　順子 ２９３－２５１２ 10 10

17 大 津 音 楽 幼 稚 園 平田　かよ ２９３－７７２１ 65 65

18 緑 ヶ 丘 保 育 園 満田　あずさ ２９３－８３００ 31 31

19 大 津 幼 稚 園 三村　大和 ２９３－２１３１ 21 21

20 一 宇 保 育 園 宇野　勝彦 ２９３－２５６０ 19 19

21 杉 水 保 育 園 備海　伸隆 ２９３－８１５６ 30 30

22 よ ろ こ び 保 育 園 松岡　和代 ２９４－０１５５ 21 21

23 第二よろこび保育園 高本　ますみ ２９４－００５５ 22 22

24 風 の 子 保 育 園 士野　智子 ２９３－７２００ 26 26

25 な か よ し 園 弓削　恭子 ２３２－２７６２ 13 13

26 み ど り 園 岡本　繭子 ２３２－０４５２ 18 18

27 津久礼 ヶ丘保育園 大塩　洋昭 ２８８－６５９１ 20 20

28 く る る 保 育 園 大塚　剛史 ２４３－２６００ 16 16

29 美 鈴 幼 稚 園 野田　久枝 ３３８－６１５８ 95 95

30 杉 並 台 保 育 園 鈴木　クミ子 ２ ７ ４ - ２ ７ ２ ７ 7 7

31 西 合 志 南 保 育 園 江本　順子 ３４４－６４８９ 20 20

32 西 合 志 東 保 育 園 武田　由美子 ２４２－３７２２ 22 22

33 白 百 合 保 育 園 後藤　勇人 ３４８－０１６９ 23 23

34 百 合 ヶ 丘 保 育 園 田中　早苗 ３ ４ ２ - ５ ２ ３ ９ 18 18

35 こ の み 坂 保 育 園 伊藤　美鈴 ２４７－６６３０ 18 18

36 合 志 こ ど も 園 松岡　貴子 ２４７－１１６６ 18 18

37 合 志 中 部 保 育 園 福島　義信 ２４８－００８０ 21 15 36

38 竹 迫 みの り 保 育園 山隈　裕誓 ２４８－１９４４ 21 21

39 西合志中央保育園 弥頭　幾久雄 ２４２－００５５ 25 25

40 愛 泉 保 育 園 木村　麻紀 ２４２－０７８９ 16 16

41 六 華 こ ど も 園 平田　貴和子 ２４２－０８９６ 43 43

42 さ く ら ん ぼ 保 育 園 小野　昭雄 ２４２－５７３９ 23 23

43 ひ か り の 子 保 育 園 福嶋　義矢 ２４９－２１００ 16 16

44 ク ロ ー バ ー 保 育 園 古賀　房子 ２８８－２５１４ 21 21

1,033 15 0 1,048

令和７年度（2025年度）　幼年消防クラブ
　○　　幼　年　消　防　ク　ラ　ブ

桜消防署

合志市豊岡2218番地1
☎096-248-4731

合
 
　
志
 
　
市 西消防署

合志市合生4107番地1
☎096-242-1115

菊
　
　
池
　
　
市

北消防署

菊池市赤星2080番地
☎0968-25-3053

西消防署

合志市合生4107番地1
☎096-242-1115

大
 
　
津
 
　
町

菊
陽
町

南消防署

菊陽町大字原水7番地1
☎096-232-9331

新規加入
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令和７年４月１日現在

所属 役職 職名 氏名

監事 団長 川口　嘉一

菊池方面隊長 渡邊　輝寿

七城方面隊長 坂井  北斗

旭志方面隊長 永田  雅裕

泗水方面隊長 古市  和樹

菊池副方面隊長 田中　誠

菊池副方面隊長 松山  裕史

七城副方面隊長 西口  博和

旭志副方面隊長 岩根  史明

泗水副方面隊長 菅  誠輝

担当職員 野中　鉄平

会長 団長 池田　雅和

副団長 池永　一心

副団長 酒井　大輔

副団長 木永  耕治

担当職員 宮尾　和樹

副会長 団長 松田　健太郎

副団長 松永　淳哉

副団長 古庄　裕生

担当職員 大上　隆治

監事 団長 大塚　敏

副団長 島川　貴文

副団長 東矢　浩伸

消防担当 別府　卓郎

参与 消防長 狩野　俊隆

次   長 藤川　哲郎

総務課長 稲倉　孝

予防課長 谷山　優一

警防課長 隈部　尚樹

通信指令課長 安達　秀昭

南消防署長 小原　靖彦

北消防署長 河野　眞一郎

西消防署長 三木　正昭

桜消防署長 渡辺　勤

事務局 大村　幸登

事務局 中田　葵

消防本部

菊池消防連絡協議会会員名簿（令和７年度）

合志市消防団

大津町消防団

菊陽町消防団

菊池市消防団
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下水次

平
南桜ヶ水

出　分

川　上

羽根木
七城松島西　郷

蟹　穴

高　永

北桜ヶ水林　原

板　井
梶　迫

小　川打　越

清　水

元　村

七城田中
内　島

糠　泉

桜山四

上高江

桜山七
桜山八

田　吹 桜山五

泗水田中

福本一

富出分

桜山三
竹の下

富　納

あさひが丘
富

川　下

泗水佐野
尾　足

桜山九

桜山六 田島二

永

片川瀬 朝日団地
村　吉

猪の目
川辺南団地

生　味

伊　萩
伊　倉 北　宮 下赤星
道　園

上長田
下橋田
上橋田

村　田
大　塚亘

杉　生

塚　原東正観寺

正院町
栄　町

西正観寺 戸　城
鉾之甲

小　原

湯　舟 福本二伊　坂

第15分団第13分団 第14分団

125

高　柳
桜山一
桜山二

8398

分
団
長

分
団
長

70

工
藤
 
誠

松
﨑
 
真
也

分
団
長

泉
田
 
謙

田
中
 
幸
輝

大　迫
薬　師

谷
田
 
善
紀

第9分団

分
団
長

97

第12分団第10分団第7分団

野
村
 

保

第11分団第8分団

61

上西寺
上出田

前　川

分
団
長
石
渕
 
勇
太
郎

妻　越

分
団
長

6698
山　崎

穂
波
 
国
弥

岩　瀬 津　留

分
団
長

新古閑

田
代
 
誠

93

上水次

分
団
長

10791 70
甲佐町

菊
池
方
面
副
隊
長

（

副
団
長

）

田
中
 
 
誠

第3分団

分
団
長

第4分団

分
団
長

渡
邊
 
慎
一

分
団
長

第2分団 第5分団

池
田
 
宏
徳

菊
池
方
面
副
隊
長

（

副
団
長

）

松
山
 
裕
史

分
団
長

第6分団

分
団
長

中西寺

北古閑
南古閑

篠　倉

菊池平野
茂藤里

中野瀬
柿木平

伊牟田

東　原

菊池佐野 西迫間
東迫間

中　原
藤　田

鳳　来

龍門一日生野

永　山
下木庭

小野崎
姫　井

大　尺

乙森北
高　田
瀬戸口 本　村

加　恵
新　村

上古閑
上赤星

台甲森北

太　田
荒　牧神　来戸豊水小　木

花房台

大琳寺
深　川

大　柿 野間口

間　所

宮　園
菰　入

岡　田

今 戸田島
辺　田

分
団
長

木
下
　
彰

広　瀬
下出田

植古閑

横　町
立　町

第1分団

分
団
長

下　町

136

迎　町

上　町

切　明

中　町

中央通

北　原 長　六

金　峰

木佐木

下　組
岩　平

立　門

築地

滝黒仁田

全
　
域

久米一永出分

市野瀬

流　川
下西寺

木柑子

上住吉
北住吉
飛　熊

永　南

富の原西

富の原台
南住吉富の原東

富の原一
富の原北

全
　
域

久米二
三万田

堀　切
稗　方

玉祥寺

古　川

下長田

 条例定数　　　　1,471人

 現  員  数　 　   1,444 人

旭
志
方
面
隊
長

（

副
団
長

）

永
田
 
雅
裕

泗
水
方
面
隊
長

（

副
団
長

）

古
市
 
和
樹

泗
水
方
面
副
隊
長

（

副
団
長

）

菅
 
 
誠
輝

富の原中央

市　長　　江頭　実

岩　本

楠　原
九ノ峰

高江
高江出分

井戸方

田島一

泗水平野
岡

３４

本部機動隊

隊
長

武
藤
 
佳
樹

女性消防隊

隊
長

長
﨑
　
瑛
子

４１

団　長　川口 嘉一

五　海

旭
志
方
面
副
隊
長

（

副
団
長

）

岩
根
 
史
明

七
城
方
面
隊
長

（

副
団
長

）

坂
井
 
北
斗

渡
邉
 
修
一

伊　野

木　護

七
城
方
面
副
隊
長

（

副
団
長

）

西
口
 
博
和

上木庭

65 99

原細永

雪　野
寺小野
染　土

冨
田
 
域
由

鍋　倉菊池松島

柏

穴　川
七　坪

長　野日　向

神　鶴

 -
5
9
-

袈裟尾

菊
池
方
面
隊
長

（

副
団
長

）

渡
邊
 
輝
寿

片　角

菊池市消防団組織図

遊蛇口

立　石

高野瀬

木
村
 
俊
介



消防団

◎在職年数別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 1,444 1 9 15 15 60 139 1,205

１年未満 93 93

 1～５ 436 1 4 18 413

  6～10 299 1 12 47 239

 11～15 281 2 5 19 37 218

 16～20 215 2 4 7 12 28 162

 21～25 93 5 7 2 11 8 60

 26～30 23 1 2 1 1 1 17

 31年以上 4 1 3

◎年齢別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 1,444 1 9 15 15 60 139 1,205

20歳以下 17 17

21～25 116 1 4 111

 26～30 168 1 11 156

 31～35 231 8 32 191

 36～40 387 3 7 22 60 295

 41～45 269 5 12 8 19 23 202

 46～50 138 4 8 8 118

 51歳以上 1 1 1 115

◎消防車両保有状況

保有台数 菊池方面隊 七城方面隊 旭志方面隊 泗水方面隊

106 50 22 19 15

33 25 8

139 75 22 19 23

38.1歳

その他の車両

計

令和７年４月１日現在

菊池市

消防ポンプ自動車

小型ポンプ積載車

可搬動力ポンプ

団員平均年齢
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団　長　　池 田 雅 和

　
旧
西
合
志
町
第
六
分
団

　
旧
西
合
志
町
第
二
分
団

副
団
長

園
田
　
潤

分
団
長

　
旧
西
合
志
町
第
一
分
団

第
十
二
分
団

　
旧
西
合
志
町
第
三
分
団

第
十
分
団

分
団
長

月
野
　
陽

第
十
一
分
団

　
旧
西
合
志
町
第
四
分
団

第
五
分
団

分
団
長

上
嶋
　
浩
晃

分
団
長

嶋
田
　
泰
平

第
六
分
団

第
九
分
団

第
八
分
団

森
　
一
樹

市　長　　荒　木　義　行

　現員数　　　622（20）人

本
部
機
動
隊

第
十
四
分
団

松
岡
　
満
明

分
団
長

　うち女性団員　     52人

　
旧
西
合
志
町
第
七
分
団

　
旧
合
志
町
第
六
分
団

第
十
三
分
団

副
団
長
　
酒
井
大
輔

衛
藤
　
淳
一
郎

齋
藤
　
大
樹

　
旧
合
志
町
第
七
分
団

分
団
長

山
口
　
建
太

後
藤
　
直
也

米
田
　
洋
一

簗
田
　
健

　条例定数　　　 　745人合志市消防団組織図

第
一
分
団

　
旧
合
志
町
第
一
分
団

分
団
長

　
旧
合
志
町
第
二
分
団

可
德
　
誠

第
二
分
団

分
団
長

分
団
長

隊
長

分
団
長

分
団
長

分
団
長

（）内は機能別消防団員数

　
旧
合
志
町
第
三
分
団

分
団
長

松
井
　
亮

第
三
分
団

分
団
長

樋
口
　
良
平

副
団
長
　
池
永
一
心

副
団
長
　
木
永
耕
治

　
旧
西
合
志
町
第
五
分
団

　
旧
合
志
町
第
四
分
団

　
旧
合
志
町
第
五
分
団

第
四
分
団

第
七
分
団

東
湯ノ端

14
辻久保生坪

団　員　数 団　員　数団　員　数

44（8）
北
本村

団　員　数団　員　数

全域

団　員　数

下群
須屋

8548
南群・上群

63 49

上須屋
新開
黒石団地

木原野

28(2)

団　員　数

幾久富 上庄上
上庄下

横町 高木

35

江良
弘生

30

上生

辻 御代志

団　員　数

後川辺

灰塚

平島
鹿水

黒石

38

原口下 立割

団　員　数

52

中尾

大池
若原

36（6）

城
御領
野付

下町
上古閑
出分

上町

団　員　数団　員　数

42
日向

団　員　数

原口
3420

黒石原堀川

団　員　数

外園

団　員　数 団　員　数
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消防団
◎在職年数別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 602 1 3 15 15 26 45 497

１年未満 38 38

 1～5 166 3 163

  6～10 131 3 1 3 14 110

 11～15 89 4 2 7 11 65

 16～20 95 6 8 9 11 61

 21～25 63 3 4 6 5 45

 26～30 20 1 2 1 1 15

 31年以上

◎年齢別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 602 1 3 15 15 26 45 497

20歳以下 17 17

 21～25 62 1 61

 26～30 92 2 90

 31～35 100 2 2 11 85

 36～40 139 6 6 5 20 102

 41～45 117 1 5 6 12 8 85

 46～50 61 1 2 4 1 6 3 44

 51歳以上 14 1 13

◎消防車両保有状況

本部 １分団 ２分団 ３分団 ４分団 ５分団 ６分団 ７分団

2 4 4 1 2 2 3 3

2 4 4 1 2 2 3 3

4 8 8 2 4 4 6 6

８分団 ９分団 １０分団１１分団１２分団１３分団１４分団 総計

2 3 3 3 4 3 3 42

2 3 5 3 4 3 3 44

4 6 8 6 8 6 6 86

合志市

団員平均年齢

消防ポンプ自動車

小型ポンプ積載車

可搬動力ポンプ

その他の車両

令和7年4月1日現在

36.1  歳

計

消防ポンプ自動車

小型ポンプ積載車

可搬動力ポンプ

その他の車両

計
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６６人

区　域

第

１

分

団

分団長

内
村
　
勇
治

団　員　数

地　区

全　域

本

部

班　長

団　員　数

平
野
　
暁
大

５１人

区　域

瀬　田

地　区

錦　野

外　牧

吹　田

大　林

地　区

５６人

区　域

森

岩　坂

中　島

上陣内

第

２

分

団

分団長

杉
本
　
遼

団　員　数

第

３

分

団

分団長

清
水
　
徳
昭

団　員　数

中陣内

下陣内

鍛　冶

地　区

下　町

町

第

７

分

団

第

８

分

団

松
崎
　
優

田
代
　
幸
大

分団長 分団長

７１人

区　域

古
澤
　
将
充

団　員　数

第

４

分

団

分団長

田
口
　
健
一

府
内
　
孝
憲

分団長 分団長

第

５

分

団

第

６

分

団

美咲野

地　区

６５人

区　域

大　津

高尾野

引　水

新小屋

団　員　数 団　員　数 団　員　数 団　員　数

灰　塚 平　川

矢護川

室 古　城 真　木 杉　水

４５人 ７２人

区　域 区　域 区　域 区　域

５１人 ４５人

地　区 地　区地　区 地　区

松田　健太郎団　長

副団長 松永　淳哉、古庄　裕生

新 米　山

大津町消防団組織図

町　長 金田　英樹

現員数　　　　　　　５２２人　

条例定数　　       ５５０人　

うち女性団員数　　 １６人　
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消防団

◎在職年数別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 522 1 2 8 8 16 61 426

１年未満 56 56

 1～5 121 1 19 101

  6～10 105 2 3 12 88

 11～15 75 1 3 16 55

 16～20 74 1 3 4 4 7 55

 21～25 61 1 3 2 5 7 43

 26～30 28 1 1 26

 31年以上 2 2

◎年齢別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 522 1 2 8 8 16 61 426

20歳以下 1 1

 21～25 49 2 47

 26～30 58 1 1 7 49

 31～35 68 4 8 56

 36～40 107 1 2 3 20 81

 41～45 106 1 4 3 6 19 73

 46～50 85 2 3 2 2 4 72

 51歳以上 48 1 47

◎消防車両保有状況

本部 １分団 ２分団 ３分団 ４分団 ５分団 ６分団 ７分団 ８分団

1 6 4 5 6 3 4 5 6

1

2 6 4 5 6 3 4 5 6

令和7年4月1日現在

39  歳

計

大津町

団員平均年齢

消防ポンプ自動車

小型ポンプ積載車

可搬動力ポンプ

その他の車両

- 64 -



条例定数　　       ４６０人　

現員数　　　　　　　334人　

うち女性団員数　　　 19人　

団　員　数 団　員　数

団　長 大塚　敏

第
2
分
団

赤
塚
　
祥
太

分団長

島川　貴文 副団長 東矢　浩伸

第
5
分
団

分団長 分団長

第
4
分
団

上
野
　
拓
也

地　　区

区　　域

全　　域 久保田

団　員　数

５２人

地　　区 地　　区

区　　域

地　　区

６８人

団　員　数 団　員　数

５６人

区　　域

白　水

地　　区 地　　区

４７人 ４９人

区　　域 区　　域

原水西 原水東津久礼

第
3
分
団

西
住
　
賢
二

本
部
機
動
隊

針
尾
　
颯
駿

古
庄
　
健
佑

隊　長 分団長

今
村
　
友
紀

分団長

団　員　数

第
1
分

団

町　長 本　孝寿

菊陽町消防団組織図

６２人

区　　域

副団長
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消防団

◎在職年数別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 334 1 2 5 5 26 52 243

１年未満 11 11

 1～５ 90 8 18 64

  6～10 63 3 7 15 38

 11～15 75 5 1 5 8 56

 16～20 45 1 4 7 33

 21～25 31 1 1 3 26

 26～30 14 1 1 1 1 10

 31年以上 5 5

◎年齢別団員数

区分 計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

計 334 1 2 5 5 26 56 239

20歳以下 14 14

21～25 35 1 4 30

 26～30 55 7 11 37

 31～35 52 2 1 5 10 34

 36～40 65 2 3 6 13 41

 41～45 62 1 4 9 48

 46～50 37 1 2 1 3 4 26

 51歳以上 14 5 9

◎消防車両保有状況

本部 １分団 ２分団 ３分団 ４分団 ５分団

1 6 5 5 4 5

1 6 5 5 4 5

1

3 12 10 10 8 10

令和7年4月1日現在

36.6  歳

菊陽町

消防ポンプ自動車

小型ポンプ積載車

可搬動力ポンプ

その他の車両

計

団員平均年齢
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団員の年報酬及び手当て

（１）菊池市

階　　級 　金 額（円） 手　　　当 　金　　　額（円）

団 長 160,000 消防団本部運営委託料                300,000

副 団 長

（ 方 面 隊 長 ）

副 団 長

（方面副隊長）

分 団 長 69,000 ラ ッ パ 隊 運 営 委 託 料              1,056,000

部 長 39,000 出　動　報　酬
1回につき（1人1日当たり）
　 　2,000～8,000（上限）

班 長 37,000

団 員 36,500

（２）合志市

階　　級 　金 額（円） 手　　　当 　金　　　額（円）

団 長       130,000 団 運 営 費
１分団当たり 　100,000
１人当たり　 　  8,800
（機能別団員）　 4,400

副 団 長        91,000 積 載 車 管 理 費 １台当たり 　  125,600

分 団 長        69,000 出 動 手 当
１出動につき（1人当たり）
                 2,200

副 分 団 長        45,500 出 動 報 酬
1回につき（1人1日当たり）
　　 2,000～8,000（上限）

部 長        39,000

班 長        37,000

団 員        36,500

機能別消防団員 20,000

令和7年4月1日現在

令和７年４月１日現在

2,200円(出動が24時間以上
の長時間継続する場合を除
き、１回の災害等につき)

班当たり　    　30,000

分団当たり　   130,000分団運営委託料

班運営委託料

副 分 団 長 45,500 出　動　手　当

91,000

130,000
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（３）大津町

階　　級 　金 額（円） 手　　　当 　金　　　額（円）

団 長       130,000 １分団当たり 　110,000

副 団 長        91,000 １班当たり　 　148,000

分 団 長        69,000
積載車
１台当たり　  　28,000

副 分 団 長 45,500
小型ポンプ
１台当たり　  　10,000

部 長 39,000 出 動 報 酬
１日当たり
　　　 　 2,000～8,000

班 長 37,000 出 動 等 費 用 弁 償 １日当り　　　　 2,200

団 員 36,500

（４）菊陽町

階　　級 　金 額（円） 手　　　当 　金　　　額（円）

団 長       130,000 積 載 車 管 理 補 助 金 各班当り　　　　30,000

副 団 長        91,000 積 載 車 修 理 補 助 金 各班当り　　　  10,000

分 団 長        69,000 ポ ン プ 修 理 補 助 金 各班当り　　　  10,000

副 分 団 長        45,500 出 動 等 費 用 弁 償 １日当り　　　　 2,200

部 長        39,000 消 防 団 活 動 助 成 金 １人当り　　　   9,000

班 長        37,000 出 動 報 酬
１日当り
　　　 　 2,000～8,000

団 員        36,500

令和7年4月1日現在

消防団運営交付金

令和7年4月1日現在
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